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審査の経過ならびに概要 

午前10時00分、杉村委員長開議を宣告し、会議成立宣言の後、会議録署名者に北村委

員、鈴木委員を指名。審査付託を受けた「議案第１号 平成27年度伊勢市一般会計予算」

外９件一括を議題とし、議案第１号の審査を再開し、款11教育費、項１教育総務費から歳

入及び条文まで審査を終わり、諮ったところ、本日はこの程度で散会し、明12日午前10時

から継続会議を開き、「議案第２号 平成27年度伊勢市国民健康保険特別会計予算」から

審査を続行することと決定、本日の出席者には会議通知をしないこととし、午後４時22分

に散会した。 

その概要は以下のとおりである。 

 なお、審議に入る前に東日本大震災の発生時刻に合わせて黙祷をささげる旨の伝達があ

った。 

 

開会 午前10時00分 

 

◎杉村定男委員長 

ただいまから予算特別委員会の継続会議を開きます。 

出席者は全員でありますので、会議は成立しております。 

本日の会議録署名者は、北村委員、鈴木議員の御両名にお願いいたします。 

本日、３月11日で東日本大震災の発生から４年が経過します。 

当特別委員会におきましても、地震発生時刻である午後２時46分に合せ、黙祷をささげ

ることといたしたいと思いますので、皆様方の御理解を賜りますようよろしくお願いいた

します。 

それでは、「議案第１号平成27年度伊勢市一般会計予算」ほか９件を一括議題といたし

ます。 

款11教育費の審査に入ります。 

 

【款11教育費】《項１教育総務費》〔目１教育委員会費〕 発言なし 

 

〔目２事務局費〕 

○辻 孝記委員 

私のほうから数点聞かせてもらいたいことがありますので、よろしくお願いいたします。 

まず初めに大事業８幼稚園一時預かりというのが、これ新規で上がっている事業という

ことで、新規ですのでどういう事業なのか、御紹介をしていただきたいと思います。 

 

●北教育総務課長 

幼稚園の一時預かり事業補助金についての御質問をいただきました。これは平成27年４

月１日から施行されます、子ども子育て支援の新制度に移行する幼稚園や認定こども園で

行われます、地域の子ども子育て支援事業の一つであります一時預かり事業につきまして、

その通常の教育時間の前後や、長期休業期間中に預かり保育を行う園について、補助金を

支出するというものでございます。 
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○辻 孝記委員 

幼稚園のされている部分の前後で一時預かりできるという制度ということで分かりまし

たが、幼稚園というのは全部の幼稚園になるんでしょうか。 

 

●北教育総務課長 

子ども子育て新制度に移行します幼稚園と、それと認定こども園、それとこの事業だけ

を、この新制度の一時預かり事業を希望します園ということで、全部の幼稚園がこの事業

を使われるわけではございませんで、従来の国、県がやっておりました私学助成の制度で、

延長の時間の預かりを継続して続けられる園もございます。 

 

○辻 孝記委員 

新しい制度なので、保護者の方々に対しての周知も含めてやっていただきたいというふ

うに思います。 

次なんですが、大事業３の事務局運営事業の中の中事業費14いじめ防止対策推進事業と

いうのがあります。説明書を読ませていただきますと、これも新規事業ということで書い

てありました。いじめ防止対策推進法が施行されるということもありまして、こういった

形が出てきたのかなというふうに思っておるんですが、新規事業ということですので、ち

ょっと御説明をお願いしたいと思います。 

 

●植村学校教育課副参事 

平成25年９月28日にいじめ防止対策推進法が施行されまして、それに伴いまして各学校

におきましてはすべて、学校におけるいじめ防止のための基本方針を策定するということ

になっております。地方自治体におきましては、基本方針を策定することができるという

ことで努力義務となっております。それに関しまして、伊勢市におきましても昨年10月よ

り策定の準備に入りまして、現在、策定委員会を設定いたしまして、有識者、心理の専門

家、関係機関の代表、それから保護者の代表、学校関係者の代表、それぞれ16名の委員を

策定委員さんに委嘱いたしまして、３回の策定の会議を行ってまいりました。 

現在、重大事態、当該の子供たちが自殺を図ってしまうというようなこと、命を絶って

しまうということが起こってしまったりとか、非常に重い不登校の状態になってしまうと

か、そのような状態になってしまったときに、最終的に市のほうで市長が設置いたします

付属機関において再調査を行うという部分がございます。その部分の調整を庁内で行って

おるところでございます。案が固まりましたら６月議会に提示をさせていただきまして、

その後、広く市民の皆さんから意見募集をいただきまして、策定に至ってまいりたいと考

えております。現在の状況、以上でございます。 

 

○辻 孝記委員 

いじめの関係の今大事なところだというふうに思っております。重大な事態が起こらな

いように、対策をしっかりと練ってもらうわけなんですが、ちょっと先ほど聞かせてもら

いますと、策定委員会等の方々がおられるということもあります。そういった部分という
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のは、今まで教育民生委員会等の中で御説明等があったのかどうかだけお聞きしたいと思

います。 

 

●植村学校教育課副参事 

これにつきましては、案を策定いたしました上で委員の皆さんに提示をさせていただこ

うというような形で考えておりましたので、まだ委員の皆さんに御提示はさせていただい

ておりません。 

 

○辻 孝記委員 

大事なことなので速やかに、こういったことは議会のほうに報告を願いたいなというふ

うに思います。大事なことなので、慎重にやられているということもよくわかるんですけ

ども、大事なことだけに議会にはちゃんと報告していただきたい、このように思います。

それであと、そういったメンバーも含めてですが、議会のほうに御報告をお願いしたいと

思います。それはできますでしょうか。 

 

●植村学校教育課副参事 

この後、策定に係る趣旨であるとか経緯、それから策定の委嘱をさせていただきました

メンバーにつきましては、後ほど書面でもって提示させていただきます。 

 

○辻 孝記委員 

よろしくお願いします。それから、この関係はいじめと、先ほども話が出ました不登校

の関係とかもからんでくる。不登校の関係はこの次の教育研究所のほうへ入ってくるわけ

でして、その辺のところ、どういうふうに棲み分けをされていくのかお聞きしたいと思い

ます。 

 

●加藤教育研究所長 

不登校の要因はさまざまでございまして、その中で子供や保護者の方から話を聞いてい

く中で、いじめが原因というものもございます。そうしたときには、速やかに連携をとり

まして、学校教育課と連携をとって対策をしているというような状況でございます。 

 

○辻 孝記委員 

そのところしっかりとつながりを持ちながら取り組んでいただきたい。重大な事態が起

こらないように、しっかりと取り組みをお願いしたいと思います。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

 北村委員。 

 

○北村 勝委員 

辻委員が聞かせていただいたので、１点だけそれに関連してだけ質問させていただきた



 4 

いと思います。すでに、いろんないじめの対策をということで考えていただいて、実際に

今聞かせていただきますと、不登校に関連して、ここ数年間非常に改善して努力していた

だいておると。実際に不登校の生徒も23年度137人、それが本年度95人、そういった中で

も、そういった不登校の生徒に対して、学校に復帰している、また一部復帰するというこ

とにおきましても、20名以上の生徒が復帰に至っているという現状を聞かせていただいて、

その御尽力を非常に感謝しております。そういった中で、新聞紙上、特に１点だけこれに

関連してなんですけれども、不登校ということで、先般川崎市のほうで中学１年生の非常

に残忍な悲しい事件が起きました。そういったことの中で、新聞紙上では、ＳＯＳを発信

していたにもかかわらず対応し切れなかったという部分で、そういったところに関連する

わけではないんですが、今回、このいじめ防止対策推進事業の中で、そういった取り組み

をひとつ関係して最大考えていただく形にもなるんですけれども、県にはこういったスク

ールソーシャルワーカーですかね、そういった組織もありまして対応があるということで、

市と県の連携といいますか、そういった場合にどういったことを今考えているのか、現状

をお聞かせいただきたいと思います。 

 

●植村学校教育課副参事 

スクールソーシャルワーカーにつきましては、学校だけでは困難な事案、例えば今おっ

しゃっていただきました不登校、それから問題行動、学級崩壊等々の事案に対して、それ

ぞれの専門家、スクールソーシャルワーカーとしてのそれぞれの専門家を県のほうが持っ

ておりまして、専門家から見た対応策を学校へアドバイスをしていただきまして、学校は

そのアドバイスに基づいて課題を整理し、事案の改善や解消を図っていくための人材とな

っております。 

伊勢市におきましては独自で配置をしておりませんので、県教育委員会との連携を持っ

て、依頼のある学校、それから教育委員会と学校との話し合いのもとで対策を講じていく

というような状況考えております。いじめ基本方針の中でも、現在案としてですが、スク

ールソーシャルワーカーを必要なところには、県と連携を図りながら市教委としても対策

を講じていくというようなことで、盛り込む予定をしております。 

 

○北村 勝委員 

そういったことで多数聞かせていただいておりますので、昨今、いろいろ、家庭と学校

と地域という中で想定している問題が起こり得る状態の中だと思います。そういったこと

で、今回この対策推進法ということであらかじめ決めていただく中で、そういった配慮を

しながら進めていただきたいと思います。 

 

◎杉村定男委員長 

他にございませんか。 

楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

図書館の活性化について質問をしようと思って、項目がよくわからなかったのでお聞き
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しましたら、ここの３の事務局運営経費の中に含まれるということですので、学校図書館

活性化支援事業ということについてお伺いをしたいと思います。しばらく前には、学校図

書館が開いていないという状況がずいぶん一般化しておりましたけれども、最近は改善し

ているとお聞きしているんですけれども、学校図書館が機能するには司書の存在が欠かせ

ません。司書教諭が多くの学校で宛て職として配置されているということなんですけれど

も、伊勢市の小中学校ではどのようになっておるんでしょうか。 

 

●松村学校教育課副参事 

現在の学校におきます司書教諭の発令につきましては、小学校においては17校で17人が、

中学校におきましては10校で11人が発令されております。 

 

○楠木宏彦委員 

司書教諭というのは、担任を持ったりしながら図書館の仕事もするというような先生だ

と思うんですけれども、学校司書という形では配置はされていないんでしょうか。 

 

●松村学校教育課副参事 

委員仰せのとおり、ただいまお答え申し上げました学校の司書教諭につきましては、12

学級以上には必置ということになっておりまして、その司書教諭は担任等をしながら兼務

をしておるものでございます。委員おっしゃいましたように、学校図書館の活性化をする

には、やはりその人材というのも不可欠でございます。この学校図書館活性化支援事業に

おきまして、業務委託により25年の10月から、週に１回でございますけれども、各学校に

１人学校図書館スタッフを配置しております。この学校図書館スタッフは１日図書館にお

りまして、図書館に係る業務を専門に行っておるものでございます。 

 

○楠木宏彦委員 

最初に申し上げました学校図書館が昼休み、あるいは放課後などに閉まったままになっ

ているという状況が昔あったんですけれども、最近はそれはどのようになっておりますで

しょうか。 

 

●松村学校教育課副参事 

詳細な調査はしておりませんけれども、児童生徒の委員会活動によって主に昼休みを中

心に開館しております。小学校におきましては、授業間に20分休みという時間があります

ので、その時間帯、あるいは朝の時間帯にも開館しておるような状況になっております。

中学校におきましては、放課後は部活動等に行きますので、主に朝と昼休みに開館してお

るというふうに把握しております。 

ただ、学校図書館スタッフが配置をされる日につきましてはスタッフがおりますので、

１日開館することもできますし、それぞれ授業等で活用ということもできるようになって

おります。 

 

○楠木宏彦委員 
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非常に不十分な感じがいたしますんですけれども、昨年の６月に学校図書館法、これが

一部改正されまして、学校には学校司書、これを置くように努めなければならないという

ふうな条項が補われました。その学校司書について、研修実施、その他の必要な措置を国

及び地方自治体が講じなくてはいけないと、そういうふうにこの法律では改正されたわけ

ですけれども。この法律の改正については、一般的には司書教諭という形で充て職でしか

いなかった部分に、この学校司書というものを置くということを法律としても定め、それ

を置くように努めるようにしてもらうというふうな形で決められましたものですから、や

っぱりそういう方向を伊勢市としても、この法律の趣旨に沿って進めていただきたいと思

うんですが、いかがでしょうか。 

 

●松村学校教育課副参事 

委員仰せのとおり、学校司書というものが法律に位置づけられましたことにつきまして

は、学校図書館の活性化に非常に寄与するものであるというふうに考えております。やは

り、子供の学力向上に向けて、あるいは読書習慣をつけるためにも、学校図書館の果たす

役割が大きいというふうに考えております。この学校図書館スタッフの配置をさらに充実

した内容になるように考えていくとともに、学校司書の設置につきましては、今後、養成

等について国のほうで検討されるということですので、今後の動向も踏まえながら研究を

進めていきたいというふうに考えております。 

 

○楠木宏彦委員 

今おっしゃられたように、本を読むということは子供の成長発達にとって非常に重要な

役割を果たしますし、ある意味では勉強の、学びの基礎になる部分ですし、さらにそれか

ら楽しみという面もあります。子供が豊かな文化に接していくという、そういうふうな面

もありますので、この子にとって今こういう本が必要なんだと、そういうようなことはや

っぱり専門家でないとわかりにくいところがありますので、そこら辺のところ充実をしっ

かりと進めていただきたいと思います。 

次にもう一つこの目に関して、７番の非核平和運営事業ですけれども、広報などで中学

生が広島に派遣されているというような話を拝見しますけれども、その具体的な中身につ

いて少し説明をしていただけますでしょうか。 

 

●植村学校教育課副参事 

８月６日に広島で平和記念式典が行われます。それに各市内の中学生の代表、各校２名

が参加いたします。その参加に際しまして、どんな形で事前学習を行い、平和について現

地での学習を行い、そして式典に参加することによって平和の大切さ、戦争の恐ろしさ

等々さまざまな形で学習をしてまいります。それを地域に、伊勢市に戻りまして、もちろ

ん学校では還流の報告会を行いまして、各中学校における平和学習の一つとして行ってま

いります。また、空襲展におきまして参加しました中学生が報告会を行います。市長も一

緒に行っていただいておりますので、その場で市民の皆様にその様子を伝えさせてもらい

まして、平和の大切さというものを市民の皆様にもお伝えする。ピースメッセンジャーと

いうような役割を持って還流を行います。そして、広報それからＺＴＶ等でその様子を市
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民の皆様に伝えるというような形で、一連の記念平和式典への参加だけではなくて、ピー

スメッセンジャーとして一連の活動を行うことによって、市民の皆様に中学生から平和の

大切さを伝えていくと、そういうような事業でございます。 

 

○楠木宏彦委員 

非常に有意義な活動をしていただいていると思います。市として各学校から２人ずつ、

中学校から送っていただいているということですけれども、その参加した子供たちにとっ

ても非常に有意義な意味のある体験だと思いますけれども、それと同時に、参加しなかっ

た子供たちも、それ以前に学校で学習もしていただけるということですし、帰ってきてか

らもまたフィードバックしていただくということですので。参加した子供たちにとっても、

また参加しなかった子供たちにとっても、さらに今おっしゃられましたけど、伊勢市全体

にとっても非常に有意義な活動だと思いますので、その辺をさらに進めていただけたらと

思います。 

 

◎杉村委員長 

 鈴木委員。 

 

○鈴木豊司委員 

私は学びのグレードアップ総合推進事業の中の学力テストの公表につきまして、お尋ね

をさせていただきたいと思います。昨年の９月の決算委員会の中でもお尋ねをさせていた

だきましたのですが、そのときには順位の公表はせずに学力の状況、あるいは伊勢市の取

り組みにつきましてホームページで公表していこうということで、伊勢市の学力の状況に

つきましては、小学校が「ほぼ全国と同じレベル」、それから中学校が「心配しなくてよ

い状況」であるということで、お答えをいただいております。その後、伊勢市の公表の状

況を見させていただきましたら、小学校の国語のＡ、この部分だけ全国より少し低いとい

うようなことで出ていました。残ります７つの部門につきましては、全国とほぼ同じとい

う表現でございます。全国とほぼ同じといいますのは、全国と伊勢市の正答率の差違がプ

ラスマイナス３％以内ということで説明がございました。また伊勢市の正当率につきまし

ては、全国平均のプラスマイナス５％以内ということで、大変大きな幅になっておったと

いうふうに思います。 

県内の状況なんですが、10月以降県のホームページで公表されるということでございま

したので、気をつけて見ておったんですが、今現在、この数値、正答率で公表されておる

のが四日市、鈴鹿、津、松阪、熊野この５市、それから町におきましては度会、御浜、紀

宝町の３町ということで、ホームページを見させていただきましたが、それ以外に数値で

公表されているところがあればお教えいただきたいと思います。 

 

●松村学校教育課副参事 

委員仰せのとおり５市、それから３町において数値で公表されておるというふうに把握

をしております。 
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○鈴木豊司委員 

その中でも四日市市さんは、平成19年度から一覧表にして公表されております。それか

ら松阪市と熊野市におきましては前年度と対比できるような形で数字で公表されておりま

した。そういう状況の中で、学校現場の先生方は自校の部分につきまして、しっかりとそ

の辺の状況は把握をしていただいているんでしょうか。 

 

●松村学校教育課副参事 

この全国学力学習状況調査の結果におきましては、各学校において分析し、該当の６年

生、中学校３年生だけではなく、全校で結果の分析を共有するようにということで、学校

に努力をしていただいておるところでございます。 

 

○鈴木豊司委員 

本年度も４月にはその調査が始まると思うんですけれど、前回御答弁いただいた中では、

この公表の問題については、さらに検討を加えていくというお話もございました。この県

下の状況を見たときに、なぜ数値で公表できないのかなというふうに大変理解できかねる

部分があるんですけど。平成27年度はどういうふうな方向でお考えなのか、その点を聞か

せください。 

 

●松村学校教育課副参事 

公表につきましては、本年度初めてホームページで伊勢市の学力向上に関する取り組み

を含めて公表させていただきました。また、県の状況につきましても今年度、先ほど委員

おっしゃったように数値での公表の部分も承知をしております。ただ、数値のみの公表と

いうことではなく、この結果を分析し、次の取り組みに活かしていくということを大切に

して、伊勢市としては取り組んでいきたいというふうに考えておりますので、公表の方法

につきましては学力向上の取り組み全体ということで検討し、実施をさせていただきまし

た。この状況も踏まえながら、今後につきましてはさらに検討は必要かと考えております

が、現在のところ今のような方向で考えております。 

 

○鈴木豊司委員 

具体的に公表していただけないという部分がちょっと残念に思うんですが、学校の現場

の先生方は数値での公表についてどのようなお考えでいらっしゃるのか、その辺の意見を

聞いたことございますでしょうか、最後にお答えください。 

 

●松村学校教育課副参事 

ただいまの御質問、学校の現場の教員の声ということでございますが、直接そのような

調査をすることはございませんけれども、やはり、この調査につきましては、結果を分析

し、次の取り組みに活かしていくということで、学びのグレードアップ推進事業におきま

しても、課題を見つけて授業研究、授業づくりを行っていくというような方向で取り組み

をさせていただいておりまして、研究指定校でもそのように取り組んでいただいておると

ころでございますので、その状況から理解をさせていただいておるところでございます。 
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◎杉村委員長 

 他にございませんか。 

 品川委員。 

 

○品川幸久委員 

事務局管理経費のところで少しお伺いをいたします。備品購入のことについて、数年前

にも言わせていただいたと思いますが、いろいろ校長先生とかお話をしておると、今、予

算面で困っとることは何ですかと聞きますと、予算圧縮の時代はわかるんですけど、備品

に関して、例えばディスカウントショップで購入したいと思っても、やっぱり市の教育委

員会を通すこと、そういうふうに限られておると。また学校以外の予算については、カウ

ネットとかそういうところが早く届くんですけど、地元の業者とのかねあいもあって非常

に難しいと。障がい児教育用については需要も少なくて高額であったり、これはコメリと

かで材料を購入しながら学校のほうで工夫して作っておると、こういうふうなお話を聞い

たことがあります。その中で、やっぱり千円ぐらいのことは校長権限、千円以上のものも

そうなんですけど、ある程度校長権限で買えるというようなことがないといかんと思うん

ですね。例えば10万の予算をもらったとしても、10万の予算が実際有効に使われるかどう

かというところが非常に疑問があるのかなと、こういうふうなことやと思います。その点

なにか改善をされましたでしょうか。 

 

●北教育総務課長 

委員御指摘の学校の備品につきましては、この事務局経費ではなくて、実は中学校・小

学校の管理経費のほうでの支出になりますが、概略だけ申し上げますと、各学校からこう

いった備品が欲しい等々の要望が前年に出てまいります。その要望の優先順位に従いまし

て、次年度、上位のものから買わせていただくようにさせてもらっています。委員おっし

ゃいますように、私ども教育委員会事務局を通しての購入になります。その場合は、あく

までも市の予算でございますので、市の予算の執行のルールに基づいて、登録業者から購

入になりますとか、そういったルールに基づいての購入になりますので、御理解いただき

ますようにお願いいたします。 

 

○品川幸久委員 

備品のところは経費のほうで、小学校・中学校の経費のほうで上がっているということ

なので、細かいものについてはですね。大きなものの備品については、教育委員会のほう

に上げるということなんかな。 

 

●北教育総務課長 

今質問いただいています事務局運営事業のほうでは、例えば、教育委員会事務局が使っ

ております公用車ですとか、事務局の事務所内で使います備品ですとかという費用をここ

で支出させていただいております。 
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○品川幸久委員 

質問の前に教育委員会に聞いたら、ここでということだったので、すみませんけど話を

させていただきました。例えば、せっかくなんで続けさせてもらいますけど、学校なんか

で電気消しますよね。節電しなさいというようなこともありますよね。水道料金も、出し

っぱなしはいけませんよね。それで大分経費が変わると思うんですよね。学校の先生の話

を聞くとよくわかるんですけど、小学校１年生ぐらいやったら、物を洗うのでも水出しっ

ぱなしのままザーッと洗ってきますよね。５年、６年生になるとバケツを持ってきて、そ

の中に入れて１回下洗いをしておいて、後で本洗いをすると。水道料金なんて特にそうや

と思うんですね。昔、僕も申し上げたことがあるんですけど、そういう経費でね、ある程

度我慢をしたところは、学校はその部分をほかのところに流用できないのかなというよう

な話をさせてもらったと思うんです。そこら辺が、実際、変わってないのかな。そのとき

は病院にいかれた佐々木部長のときにこの話を聞かせていただいたと思うんですけど。実

は先ほどコメントを求めた方というのは、教育長がお答えになられている。五十鈴中学校

のときに校長先生をされておってですね、非常に予算面で困ったことはないですかと聞か

れた時に、やっぱり現場の気持ちとしてはそういう気持ちなんやということを言われたと

思うんです。それが今現在、教育長になられたのでね、やっぱり現場の気持ちをこっちへ

持ってきてこられてですね、そういうことは反映させていただかないといかんと思って、

今日ちょっとお伺いをしたんですけれど、教育長どうですか。 

 

●宮崎教育長 

今、品川委員おっしゃられたように、私が五十鈴中学校のときに私自身も障がい児教育

が専門でしたので。実は障がい児教育のほう、今の特別支援教育の備品や教材は需要が少

ないものですから、カタログで買うと同じようなものが、大規模商店で売っているような

物と比べてそれほど遜色なくても何十万というのはございますので、そのあたりが何とか

ならないのかというので、私も当時教育委員会に相談を申し上げたのですが。できれば学

校の自由裁量で使えるような予算があればなというのは、これ、実は学校業務員の方から

もそういう話を聞いておるんです。いろんな業者を通すと高いものがあるのでというよう

な。そのあたりの改善については考えていきたいというふうに思っております。 

 

（目３教育研究所費）     

○山根隆司委員 

 不登校の対策、ハーモニーの推進事業についてお尋ねします。先ほど北村委員から135

人不登校の方がおったのが95人とか、20名の方が復帰できたということでございます。最

近の傾向で、このような形で児童生徒の不登校が増加傾向にあるのか、今期は20人が復帰

されたということでございますが、傾向としてどういうように現在考えておるか、その辺

ちょっとお聞かせください。 

 

●加藤教育研究所長 

現在、数としてはそれほど目立ってふえているというわけではないんですが、心配な子

供、予備軍のような少しこの子心配だな、１年後、２年後心配だなという子供がふえつつ
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あるのは事実です。それで、その辺の対応に力を入れているというような状況であります。 

 

○山根隆司委員 

心配な方が、生徒がみえると。予備軍というんですか、そういう形でちょっと気をつけ

ないかんという生徒が多くなっているということでございます。小学校、中学生と、この

生徒の中で割合はどちらのほうが多いのか、そのあたりもお聞かせください。 

 

●加藤教育研究所長 

現在の状況では小学校が今年度24名、中学校が71人、計95名という形で、中学校が圧倒

的に多い現状であります。 

 

○山根隆司委員 

中学生が圧倒的に多いということでございます。中学生が多いという現在、なぜ中学生

のほうが多いのか、また理由があるのか。小学校の時の先生の対応と中学校の先生の対応

が違うのか、いろんなことがあると思うんですけど、主な要因というのはどのような感覚

を持って認識されているのか、ちょっとお聞かせください。 

 

●加藤教育研究所長 

いろいろ原因はございますが、中学校へ行くと学校生活が小学校とがらっと変わるとい

うことも一つの要因であります。それから、大きいのは子供の発達段階の中で、児童期、

子供の時代から大人の時代への過渡期に入っていきます。青年期への入り口にあたるのが

中学生時代で、自分を見つめるようになり、内面的な自己を見つめるような年齢になって

きますので、今まで気にならなかったことが気になったりとか、そういう年齢的なものも

大変影響しているととらえております。 

 

○山根隆司委員 

そのような形があるのかな。私が思っておったのは、小学校は担任にずっとみてもらえ

るということがあるのかなと。中学校になると教科制になった中で、先生がこと変わる中

で、担任の先生と接する機会も非常に少ないかなというふうなところが、そういうような

原因もあるのかなと思っておりました。また、そういうことも多少はあるのか、私が勝手

に思っただけで申し訳なかったですけど、よくわかりました。 

小俣総合支所の３階にＮＥＳＴがありますね。あの中で通学してという生徒、どれぐら

おって、どのような形で復帰させるような形をとる中で指導されておるのか、何人ぐらお

って、そこら辺をちょっとお聞かせください。 

 

●加藤教育研究所長 

ＮＥＳＴには現在21名の子供が通級しております。不登校に至った原因というのは、そ

の子その子によって十人十色でございます。どの子も共通しているのは、やはり心が傷つ

いた状態でＮＥＳＴへ来るようになりますので、子供たちの心が、エネルギーが今ない状

態でありますので、エネルギーを回復できるように子供たち同士のふれあいや、ＮＥＳＴ
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の教員とのふれあい、それから体験活動やゆったり流れる時間の中で子供のエネルギーを

取り戻していくというような活動をしております。部分登校から完全復帰に向けて、現在

３人が完全復帰、それから17人が部分登校できる状況になっております。 

 

○山根隆司委員 

21人の生徒がおる中でございますというお返事でしたけれど、こうやって３人は完全復

帰と、17人が一部復帰できていると。この生徒数に対してＮＥＳＴで指導される方、教員

の方は何人ぐらいおられるんですか。 

 

●加藤教育研究所長 

指導員が２名、研修員が１名、それから臨時職員が１名、それから今年度から相談員２

名を配置していただきまして、全部で６名のスタッフで子供たちに対応しております。 

 

○山根隆司委員 

６名のスタッフでこのような形をとって、もう少し人を増やしてもらった中で、もっと

厚い指導の中で、何らかの形で21人のうち3人と、１割５分程度ということでございます

けれど、生徒の心のケアということで厚い指導をもった中で、もうちょっと少し指導員等、

教員の方をふやしていくようなこともしながら、全生徒が復帰できるように頑張ってくだ

さい。 

 

◎杉村委員長 

 他にございませんか。 

辻委員。 

 

○辻 孝記委員 

私も不登校の関係のことでお聞きしたいと思います。決算のときにもいろいろ聞かせて

もらいましたが、その後改善が図られているということを今聞かせていただきましたので、

努力されているのかなというふうに思っております。概要書を読ませていただきますと、

電話とか児童生徒への支援を充実させるための電話、訪問等による働きかけをやるという

ふうなことも書かれておられるんですけれども、以前もいろいろ聞かせてもらいましたけ

れども、多感な時期の、先ほども話しのありました不登校は中学生が一番多いということ

もありますので、そういった多感なところの子供たちに対しての相談指導であったりとか、

家庭訪問であったりとか、大事な部分だと思っておるんですが、その後、現実にどのよう

な取り組みをされておられるのかだけお聞きしたいと思います。 

 

●加藤教育研究所長 

私どもが家庭訪問等をさせていただくときは、やはり、学校と常に連携することと、そ

れから訪問に当たっては、子供の意思を第１に尊重するということを大事にしております。

今そっとしておいてほしいという時期の子供に無理やり会うことは、かえってよくないで

すし、そういった場合は、保護者の方と話をさせていただくというような形をとっており
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ます。子供が自分の意思で先生に会いたいという時期を待って、話をさせていただくとい

うような状況で進めております。 

 

○辻 孝記委員 

それは、学校側がやられているんですか、教育委員会がされておられるんですか、どち

らですか。 

 

●加藤教育研究所長 

主に行っているのは学校の担任が中心です。ただ、担任だけではなかなか難しい場合は、

ＮＥＳＴに今年度から相談員２名配置していただきましたので、担任と連携をとりながら、

担任とともにＮＥＳＴの相談員が家庭にお邪魔するということもございます。 

 

○辻 孝記委員 

きめ細かい体制をお願いしたいと思います。私が決算で言わせてもらったときの方は、

まだそういう話にはなっていないかなというふうに思っておりますので、その辺も含めて

しっかりとお願いしたいと思います。 

次なんですが、大事業４のところで小学校と中学校の教育用コンピューターの管理経費

というのがあるんですが、この中身少し教えてください。 

 

●加藤教育研究所長 

この中身でございますが、人件費、ＩＣＴ支援員の賃金、消耗品、パソコンのソフト等

の消耗品や修繕費、委託料、パソコンの業者への委託料、プロジェクターや電子黒板等の

購入費、パソコンも入っております、それからタブレット端末の購入費、主なものはそう

いうような形になっております。 

 

○辻 孝記委員 

人件費が大半を占めているというお話だったと思います。先ほども少し話がありました

パソコンの関係とかタブレットの関係、教育民生委員会等では視察もされておられるみた

いですけれども、私ども見たことがございませんものですから、どのような形の方法があ

ってやられているのか少し紹介していただいて、何台今回考えておられるのか聞きたいと

思います。 

 

●加藤教育研究所長 

タブレット端末につきましては、現在、試験的に導入しているのが小学校１校、中学校

１校であります。その中で、国語や算数でアプリを使ったドリル的学習に使ったり、それ

から理科などで観察、実験のときにに大きく映し出して、それを電子黒板でまた大きく映

し出すというようなことで、以前は植物などでも、先生のところに集まっておいでという

形で小さいものをみんなが見る形でしたが、子供がタブレットで自ら撮ってきたものを大

きく画面に映し出すというようなことも出来るようになりました。それから体育でも、子

供たちが自分の動きを友達に撮ってもらって、その動きの中で、ここをもう少し修正する
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といいねというような形で、自分で見ながら自分の動きを修正していくということで大変

効果が上がっております。27年度には50枚を購入いたしまして、５校に10枚ずつ配付した

いと考えております。 

 

○辻 孝記委員 

効果のある取り組みなんだなというふうに聞かせていただきました。先日もＩＣＴの研

修会が名古屋でありましたものですから、そこに参加をさせてもらって来たんですが、学

校現場は活用の仕方によっては、すごくいいものができているなと思っております。まだ

まだこれ取り組みからいくと少ないのかなと思いますので、充実のほうを図っていただき

たい思うのですが、その辺のお考えだけお聞かせください。 

 

●加藤教育研究所長 

委員仰せのとおり、なかなかまだ有効にどんどん活用するというところまで行っており

ません。そこで、ＩＣＴ支援員や情報教育の指導主事を中心にして、どんどん学校に出向

いて、じかに授業の中での指導を行ったり、今もやっているんですけど、補助をしながら

進めていきたいと考えております。それから、それにあわせて研修会も実施していきたい

と考えております。 

 

○辻 孝記委員 

これから台数も先ほどの話で50台ということで少ないかというふうに思っておりますの

で、その辺のところの増額も含めて、これからの取り組みとしてもしっかりと取り組んで

いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

◎杉村委員長 

 他にございませんか。 

 西山委員。 

 

○西山則夫委員 

私も少しどこで質問しようかと思っておったんですが、辻委員のほうからありましたの

で、学校現場におけるＩＣＴ機器の活用ということは特に、タブレットが話題になるとい

うことで御理解いただきたいと思っています。 

昨年、教育民生委員会に所属しておりましたので、小俣小学校と修道小学校で機器を活

用した授業等について、参観と言うのですか、見せていただいて、今まで私が思っておる

授業展開とは違った形で活用されていることに正直驚きました。うまく使っているなとい

うことはわかったわけですが、特に先生、小俣の時に聞こうかなとも思ったのですが、例

えば、今までやってきた授業と、タブレットを使った、あるいは電子黒板を使った、ＩＣ

Ｔ機器を使った授業の展開の方法ですね、やはり板書書きをしていた授業から、機器を使

ったところへだんだん移行していくというところにおける、現場の先生の戸惑いと言うか

理解度と言うのか、そういったことについてどのようにお考えでしょうか。 
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●加藤教育研究所長 

授業の中での授業スタイルは変わってきていると思うのですが、やはり板書が基本にな

ると思いますので、どの先生も板書はきちっと、ここというところは板書はしております。

ただ、今まで、ちょっと例を挙げますと、小学校２年生の物差しの授業で、物差しを出す

のに長い絵を描いたりとか、紙を使って教科書に貼るというようなそういった作業で時間

がかかっていたのを、電子黒板で一発でぱっと写し出して、そしてそれを大きくも小さく

もできる、子供の目にすごくわかりやすい形になってきております。そういう意味で、リ

ットル、デシリットルもそうなんですが、水がサーっと入っていきます。そのような部分

で、ここというところに有効に活用していただいていると思います。 

 

○西山則夫委員 

特に修道小学校で体育の授業を見せていただいたときに、かなり子供たちが活き活きし、

ペアを組みながら体育の授業をやっていたことについても、すごく目からうろこが取れた

というような感じで私はおったんですけれど、そういう展開の仕方ができるということは、

大いに利活用の幅がふえていくということになるというふうに思っておるんですが、特に

子供たちの思いは、今申し上げました修道小学校の中では受け入れて易いのかなと、今の

時代にとってですね、そういったことを子供たちの目線から見た場合、受けとめ方はどう

なんでしょうか。 

 

●加藤教育研究所長 

直接子供から聞いたわけではないんですが、授業の中の子供たちの様子を見ますと、や

はり現代の子供ですので、むしろ大人よりもはるかに早くなじんで、そして上手に使って

いきますので、子供たちのほうでは非常にタブレットを活用していくということは有効で

あると考えております。 

 

○西山則夫委員 

そういう判断に立っているということについては理解をさせていただきたいと思います。

先ほど辻委員のほうでこれからの今後のことについて言われていますが、各学校で、すべ

ての小・中学校で、このタブレット、ＩＣＴ機器を使った授業が行われていないと思うん

ですね。ある限られた小・中学校しか今はやられてないので、同じ伊勢市立の学校の中で

片方はそういったものを使って授業をやっている、片方は旧態依然の授業というところが、

もっと考えていかなければならない課題ということで多分辻委員もおっしゃったと思うん

ですが、私も一斉に入れていくというのは予算的にすごく大変かと思うんですけれど、や

はり同じ現場の中で格差が出ていくようではいけないのだろうと思いますので、そこら辺

の少し考え方を、市長、教育長のほうで、経費の問題もありますので少しお答えをいただ

ければありがたいと思います。 

 

●玉置教育部長 

今の西山委員の御質問でございますけれども、担当といたしましたらすぐに入れたいと

いうのが正直な思いとしてございます。ただ、教育委員会、来年度もそうなんですが、非
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常に、学校統合の話もありまして経費のほうもかかってきております。そのあたりも総合

的に勘案しまして、このＩＣＴ、非常に我々も大切なツールだと思っておりますので、調

整もしていきたいというふうに考えております。 

 

○西山則夫委員 

本音を言っていただいたと思うんですけれども、財政上の問題ありますので、教育委員

会だけの問題ではなしに市全体のことの中で事業が進められていくと思うんですが、やは

り、現場の中ではそういった授業と、旧態依然の授業というのがこのまま残っていてはい

けないのかなということは思いますので、ここら辺は教育委員会だけでなしに市行政全体

もね、考えていただくようにしなければならないと思います。ここで見解を求めませんけ

れど、そういう気持ちを持っていただきたいと思います。 

そして関連して、全然違うことを、同じ教育現場のことですけれども、ＩＣＴを活用し

た教職員の仕事のあり方、事務の問題含めて、先般、楠木委員が先生方の忙し度、多忙度

ということを言っていましたけれども、そこら辺が、手書き事務が残っておって、いわゆ

るパソコンとかＩＣＴ機器を使ったことで解消できるかどうかというのが問われていると

いうふうに私は思っておるんです。前も一度申し上げたと思うんですが、学校現場の先生

方は子供と接する時間が短くなってはあかんというのはありまして、その事務作業に追わ

れて、授業終わってからでも子供と接する時間がだんだん短くなっているという実感があ

ると。だからそこら辺はいろんな教育の問題、あるいは生徒指導の問題含めて出てくると

思いますので、やはり事務の効率化というんですかね、そういったものを少し考えていく

必要があるというふうに思っていますが、教育委員会としてのお考えはどうでしょうか。 

 

●早川教育次長 

現在ですが、市販のものではなく教員がつくりました出席簿と、それから指導要録につ

きましてはエクセルで活用しておりますが、今現在、校務用の処理ソフトが多数出てきて

おりますので、それに向けていろいろと検討したいというふうに思っております。そのこ

とによって事務の効率化を図り、子供たちに少しでも接する時間をふやすことができるの

ではないかなというふうに考えておりますので、御理解賜りますようよろしくお願いしま

す。 

 

○西山則夫委員 

次長からお答えいただきました。たぶん実態はご存知だと思うんですね、学校現場の先

生方の。だから、そこのところを解消していく手段、学校の先生を増やしてくださいとい

ってもなかなか増えません。それならば、事務の効率化を含めた機器を利用してやってい

くことも一つの手段だというふうに思いますので、これも、全体的な予算の関係もありま

すが、いろんな問題が出てくる際に、先生が活き活きとして現場におられるような、子供

と接する時間がとれるようなことをやはり考えていかないと、いつまでたってもいろんな

問題が発生してくると思うんですよね、このことによって。ですから、市長も教育長も、

ぜひそういった先生の１日の時間の実態というのは、朝行って、朝礼して、教室へ入って、

子供たちと接して、授業へ入って、あといろんな報告物、自分の担任の報告物含めてしな
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くてはならんというのが、以前に比べて随分ふえているということなので、先ほど申し上

げましたように、そういったいろんな機器の活用を、使ってやっていくことが大切であろ

うかなと思いますので、ぜひそういうことを今後とも検討していただいて、今年はタブレ

ット50台ということでございますけれど、そういうことじゃなしに、もう少し幅広く検討

を加えていくべきではないかと思います。 

７号補正に関わる問題がございますので以上にしておきますが、ぜひ今後の教育界にお

けるＩＣＴ機器の活用を十分検討していただくように申し上げて終わりたいと思います。 

 

◎杉村定男委員長 

他にございますか。 

10分間休憩します。 

 

休憩 午前11時02分 

再開 午前11時10分 

 

◎杉村定男委員長 

休憩前に引き続き審査を続けます。 

目３教育研究費についての審査を続けます。 

御発言ありませんか。 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

教育研究所費のところで教育研究所運営事業の中の一つ目、教育研究研修推進経費、こ

れについてお伺いをいたします。この事業の内容、先生方の研修だと思うのですけれども、

その内容について、簡単に御説明いただきたいと思います。 

 

●加藤教育研究所長 

 主に教職員の研修ということで、研修講座、それから公開授業を使っての研修、主にそ

ういったものに使われております。 

内訳は、22の研修講座を26年度は行ったんですが、授業づくりが10件、情報モラル研修、

ＩＣＴのスキルアップ研修、特別支援教育の研修が２件、学級経営・学校経営の講座２件、

乳幼児教育１件、教育相談講座１件、人権教育講座１件、それから公開授業を通じての研

修が、幼稚園１件、小学校１件、中学校１件という形になっております。 

 

○楠木宏彦委員 

ずいぶん先生方の技量を上げるという。特にこの授業作り、あるいはこの公開授業を使

っての研修というのは非常に意味が大きいと思うので、その辺もう少し、今の公開授業に

ついて説明していただけますか。 

 

●加藤教育研究所長 
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幼稚園と小学校と中学校と、各一つずつ公開授業を通しての研修を行いました。幼稚園

につきましては、公開保育で市内の幼稚園の先生、それからそれにつながる小学校の先生、

中学校からも来ていただきました。子供の様子を見ること、それからどういった幼稚園の

学習につながる活動というのが、小学校の学習につなぐ活動というのが大切かというよう

な研修でしたので、そこでの子供の様子、公開保育の様子、それからその後、助言者の先

生に、大学の先生ですけど講座を開いていただきました。それから、小学校のほうは、地

域学習、総合的な学習の時間を通じて伊勢の地域の学習、地域の歴史、そういったものを

学習していくという、過去から未来への学習を公開いたしました。小学校６年生です。そ

れから、中学校は英語の公開授業で、これは教育研究所の研修員が授業を公開いたしまし

た。 

小学校、中学校、幼稚園どれも、そのとき一回ではなく、年度当初から公開に至るまで

ずっと指導主事がかかわり、先生方が研修していただいて当日を迎えております。 

 

○楠木宏彦委員 

大分イメージが分かりやすくなって、よくわからせていただきました。それからひとつ

最後に、22の講座を開いていただいたと。その中に、人権教育というのが１件あったとい

う話なんですけれども、私は一昨年の12月の一般質問の中で、子どもの権利条約について、

もっと先生方も研修もしていただかないといけないし、子供たちがまだまだ十分によくそ

の存在、権利条約について知っていない状況があるものですから、しっかりとこの研修を、

子供たちへ教えることも含めて進めていってほしいというふうに、お話をさしていただい

たんですけれども、そういったものについては、含んでいただいているんでしょうか。 

 

●加藤教育研究所長 

この講座は、市民も教職員も対象になる講座で、人権政策課と連携して開かせていただ

いている唯一の講座でございます。そこには、今回は子どもの権利条約ではなかったんで

すが、いろんな人権課題の中から、毎年同じにならないように考えながら開いていかせて

いただいております。 

 

○楠木宏彦委員 

この子どもの権利条約は、いじめだとか、不登校だとかの防止にも非常に深いところに

つながっている問題だと思いますので、しかもこれは、これを進めていくというのは国際

的な公約にもなっておりますので、しっかりと進めていただきたいと思います。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

 品川委員。 

 

○品川幸久委員 

不登校といじめのところをちょっとお話聞きたいと思いますけれど、北村委員のほうか

ら、非常に悲惨な事件があったということで紹介がありました。本当にこの寒い中、川で
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泳がせて、その後カッターで切りつけるなんていう、ほとんど正気の沙汰やないと思うん

ですけれど。そこへ行くまでの経緯の中で、子供たちがどうしたんやという心配をして話

をしに行ったら、友達がちょっとみんなに言いに行ったるわと言って、そこのところに二

度とするなよというようなことをしたと思うんですね。それ僕、普通やと思うんですよね。

その後、おまえしゃべったなということで、その子がやられたわけですけれど。 

教育委員会として、教育研究所もそうですけれど、今回のいじめ、どこに何があったん

やろというような、相談というか話し合いを持たれたことがあるのかないのか、１点お聞

きしたいと思います。 

 

●加藤教育研究所長 

この件について、私どもが集まって検証したということはございません。 

 

○品川幸久委員 

途中までの経過というのは、往々にあることやと思います。友達を気づかってそこへ行

って話をしたと。その後のところからが異常な世界に入ってくるわけなんですけれど。 

難しいのは、学校現場ではこうやったけど、卒業した人間まで今度は学校が気をつかわ

ないといけない。高校生にあがって中学校卒業したのでもういいわと思とったら、今度は

高校を卒業された方が中学校をいじめてくるということですよね。よくあるのは小学校で

いじめられとった子が、中学校なったらいじめる立場になる方がたくさんふえてくるとい

う、これは教育委員会もよく御存じだと思うんですけれど。そこら辺はどうやって防いで

いったらいいのか、私非常に疑問になっておるので、ちょっとそこら辺を教えていただき

たい。 

 

●早川教育次長 

小学校から中学校にかけての連携というのが１番大事かなというふうに思っております。

子供の実態を十分に小学校及び中学校の教員が把握した上で、常にアンテナを高く持ちな

がら、子供の様子をしっかりと見ていくことが大事かなというふうに思います。小中の連

携につきましても、今後さらに一層深めていきたいというふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 

○品川幸久委員 

今後、注意深く進めていってほしいと思っています。 

次に不登校の話になりますが、私らが小さな時は、不登校ですと学校の先生が来て無理

やりでも連れて行って、学校へ連れていきました。それで、戻る子供たちもたくさんおっ

たと思うんですね。今の時代はなかなか学校の先生は、貝にこもっておる子は貝が開くま

で待ってあげようというふうな教育に今は変わってきておるということですね。先ほどＮ

ＥＳＴの御紹介もありましたけれど、例えば、出席日数が足りないというようなことで進

級できない、または卒業できないという子供たちが今はおるんでしょうか。 

 

●早川教育次長 
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現在、30日以上の欠席の場合、不登校児童生徒というふうに扱うわけですけれど、子供

の将来、先のことを考えながら、十分にケアできるような形で進めていきまして、卒業ま

た進級をさせているところが現実でございます。 

 

○品川幸久委員 

長期不登校の場合、私はもう一点違う角度から心配をするわけなんですけれど、短期、

十日、二十日、一ヶ月ぐらいやといいんですけれど、それが一年近くなって、これは教育

委員会のほうとしては子供のことも考えて進級させてあげよう、昔は中学校でも卒業させ

といて、津のどこかのところでもっと研修しなさい、勉強会とか勉強の日数をとりなさい

というのがあったと思うんですけれど。今、小学校６年生の子が半年間でも、１年間でも

不登校で、中学校上がったときに現場に復帰したけれど、学力でね、急に、やっぱり同じ

ようなことの繰り返しにならんかというとこですよね。５年生までの学力しかないのに、

１年間不登校であって中学上げてしまったのはいいんですけれど、中学校１年生と同じ学

力がついてないために、またそこで挫折を感じてしまうという、そういう繰り返しになら

んかというところが非常に心配になっておるんですけど、そこら辺はどのような対処を考

えておられるのかお聞きしたいと思います。 

 

●早川教育次長 

各学校には国、また県から加配教員がおります。そのような中で、特別に支援を必要と

する児童生徒につきましては、別の部屋でその子の進度に応じた学習をしているというふ

うな状況がございます。それによって自信をつけ、教室に復帰できるというふうなことも

ありますので、教員のほうもきめ細かく、これからも見ていきたいというふうに考えてお

ります。 

 

○品川幸久委員 

今も言われた特別支援教室においてですねというところで、身体に不自由があるとか、

知的障害があるとかいう子はまた別にして、そういう教室で頑張っておられると思うんで

すけれど、普通にできる子供たちが何かの心を打って不登校になった、それがそこへ入っ

てちゃんと復帰できるのか。まずそこの中でいじめの対象にならんのかというようなとこ

ろがね、非常にあれなんかなという思いがあるんですね。そこら辺をちょっと教えてくだ

さい。 

 

●加藤教育研究所長 

委員仰せのとおり、やはり私どももその辺は一番心配しているところです。そこは、復

帰が近くなったときに、学校の担任や管理職、養護教諭、それとＮＥＳＴには２名相談員

がおりますので、フレックスの時間で働く相談員がいるんですが、そこも一緒に入りまし

て、そして、この子に一番合った復帰の仕方はどうなのか、学力面も含めまして相談して

おります。 

一例を申し上げますと、１人のお子さんは別室対応というところで苦手な科目のときに

そこで学習する。そして、徐々に教室へ返していくというような形で、今、進めている状
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況にあります。そこに意図的に学級担任がこの子とつながれる子供をそこへ来て、一緒に

少し話をし、徐々に交流する時間をふやして教室へ戻していくという、ケースバイケース

ですので、個々に対応して子供の復帰を支援している状況にあります。それから、背中を

押すのも、じっと待っているのが有効な子供と、ちょっと背中を押したほうが有効な子供、

その辺の見きわめはきめ細やかに、そのフレックスの相談員が親御さんや担任と密に話し

まして、この機会というところにぽんと背中を押せるように、そういう支援を現在してい

るところでございます。 

 

○品川幸久委員 

きめ細かいことをよろしくお願いします。先ほど卒業させるのか、進級させるのかとい

う話で、昔は日数足らんだらもう１年やりなさいということがあったんですけれど、それ

もせずに卒業させてしまうのも、教育の放棄にもならんのかというような思いもあります

んでね、そこら辺のところはいずれまたお話する時があると思うんですけれど、そこら辺

も含めて一生懸命取り組んでください。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

 中村委員。 

 

○中村豊治委員 

不登校の関係でいろいろ質問がありましたので、２点ほど質問させていただきたいと思

います。特にこの３月９日の市内中学校の卒業式で、大変皆さん感動した卒業式であった

と思っております。私の行った学校につきましても２名の方が欠席ということで、この方

がやっぱり不登校であるという具合に理解させていただいたわけですが、特に各委員の皆

さんも各中学校に行かれて、欠席された生徒がみえたというふうに思うんですけれども、

実際に今そういう意味ではいろいろ不登校の議論をしていただいておりますので、一点は、

今、70数名の中学生の方が不登校であるということで、71名ですね、今報告があったわけ

ですが。ことしの３年生、３月９日に卒業された３年生、不登校の方がこの71名の中に何

名みえて、それから、その行き先はどうなったんやということをちょっと御紹介いただけ

ればお願いしたいと思います。 

 

●加藤教育研究所長 

中学３年生につきましては、17名の不登校のお子さんがおります。この子供たち全員進

学をしております。 

 

○中村豊治委員 

大変すばらしい取り組みだということで理解させていただきました。先ほどＮＥＳＴの

報告もあったわけでありますが、21名の方もそういう形で３名が完全復帰されておる、17

名が部分復帰されておると。これは教育研究所の取り組みということで評価をさせていた

だいております。その後の問題なんですけれども、ＮＥＳＴを卒業されて、いろいろな形
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で立派に成長されておる方も中にはおるんですけれども、二、三そういう形で紹介ができ

れば、御披露願いたいと思うんですけれども。 

 

●加藤教育研究所長 

ＮＥＳＴに来ているお子さんの中で、このＮＥＳＴの子供たちは、いろんな体験の中で

もう一度自分を見つめ直すという作業をしていきます。そして、自分に一番合った進路は

どれかというのをゆっくり選びまして、自分で決定して進んでいきますが、１人のお子さ

んはデザインのほうへ、絵が非常に上手なお子さんがデザインの高校へ進みたいというこ

とで、そういう学科のある高校を選んで、そしてそちらへ入られまして、元気に今活躍し

て、高校で将来そういった関係の仕事に就きたいということで頑張っていらっしゃいます。

そういうお子さん、あるいは普通学科に進学し、高校進学を境に、今までが吹っ切れたよ

うに学校へ行けているお子さんもいます。 

ただ、中には、もう一度またやり直したいということで逆戻りされる方もありますが、

その子その子によって自分を見つめ直しながら、それでもやはり前へ進んでいけるという

ような状況でありますので、私どもは子供は100％成長するということで、それを信じて

じっと見守っていきたいと思っております。 

 

○中村豊治委員 

非常に気長な大変な仕事やと思うんですけれど、しぼんだ風船を自分で膨らます、それ

を待つんだと、非常に待ちの姿勢で今取り組んでおられますので、ぜひこれからもよろし

くお願いしたいと思います。 

 

◎杉村定男委員長 

 北村委員。 

 

○北村 勝委員 

辻委員、西山委員が聞いていただいたので、若干だけ補足で確認したいんですけれど。

ＩＣＴを入れられたと。機器の充実で、全部一度に入ることが一番望ましいということは、

特にそういったことを話されて、ただ私のほうも切にお願いしますが、そういった、今現

在、電子黒板が導入されて、それぞれ入ったところと入ってないところの学校はあるんで

すけれども、すぐに解消を出来たらお願いしたいと思いますが、予算の部分ございます。

ただ、導入されたところで、先生方がいかに使えて、生徒に分かる授業に展開してくかと

いうことが非常に大事だと思うんですね。それがいかに結びつくかと。コンピューターが

導入されて、それで電子黒板が入って、またタブレットという中で、有効的な活用をする

にはいかに先生方がその技量をつけるか。先ほども研修をいろいろやっていただいて、そ

ういった使い方の、それぞれの研修で力を得て、技術的にもどういった形で入れるかって

いう体験ができるし、学ぶところはできると思うんですけど、なかなか時間がない。とな

ると、実際にやっている先生から少し聞くと、わからない、使い方に困ったときに支援員

さんがおるんやと。支援員さんがいて、３人は見えるけれども、要請したところ各校に行

ってなかなか来てもらえない。そういう現状があるとお聞きしたんですけれども、ちょっ
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とそこら辺をですね、そういった現状があるのかどうかお教え願いたいと思います。 

 

●加藤教育研究所長 

委員仰せのとおり、確かに足りない状況で、先生方がたくさん使ってくれれば使ってく

れるほど、ちょっとここを教えてというのが多くて、来てくださいという要請になかなか

答えられないのが現状であります。もう２人は、ずっと張り付きで学校に行っているんで

すが、それでも36校ありますので、なかなか満足できない状況ではあります。 

それで各学校に１人ずつ情報教育担当の教員がいますので、そのあたりの先生に活躍し

てもらいながらしのいでいるというような状況でありますので、またこれからも研修等が

んばっていきたいなと思っているところでございます。 

 

○北村 勝委員 

そういった現状の中で、ＩＣＴを使えればいいというか、使いなさいという状態も大事

なんですが、それを使える先生方を育てていく、ましてやパッケージ化じゃないんですが、

こういうことができるよと、こういうことをすると教育の中で活用ができるということを

やると、今わからないから教えてくれということにつながる中で、なかなか時間がたって

いく、そうすると子供たちにもなかなかそれが充実されて、この系統だった授業の展開の

中で、なかなかそこで利用できないという現状は幾つかあるんかなと思うんですわ。当然、

機械が入っているところ、入ってないところがございますが、まずそういった、今入った

ところだけでもそういった充実をして、そのときに、すぐにタイムリーに使えて教育の現

場の中に活かせて、生徒たちが困らないといいますか、充実できたらなと常々思っていま

した。だから、確かに機械的には導入するには大きなお金がかかります。ただそういった

支援員はいろんな形で、もし可能な場合は少しでも早急に対処できることを望んで、現場

の子供たちにわからない時間が１週間、２週間延びて使えない状況が、使えたときにはも

うその単元が過ぎていたという状況がないようにしていただくことが大事かなと。そうす

ると、次入ってもそれぞれの充実にそれが活かせるんかなという気がするんですけれども、

そういったことですぐに対応していただきたいと。待ったなしの状態かなと思うので、来

年また予算がついたらと、そういう状態じゃなくてですね、すぐに、今なんとかせなあか

んというのは、すぐに人さえいれば力量をつけるというところの部分でおきますと、すぐ

に対応していただきたいなと思うんですけれど、いかかでしょうか。 

 

●加藤教育研究所長 

もう本当に大変うれしい、ありがたい御意見をいただいたんですが、市の予算のことな

ので、私ではなんとも答えようがないのですが、よろしくお願いします。ありがとうござ

います。 

 

○北村 勝委員 

財政のほうでそういったことをどうするのか、ここで私も確認させていただいて、でき

ることはやるということで、もしお考えを示していただければありがたいと思うんですけ

れど。 
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●玉置教育部長 

財政のほうに答えていただくというのは非常にちょっと私も心苦しゅうございますので、

私のほうからで御勘弁を頂きたいというふうに思います。確かに委員おっしゃていただき

ますように、財政的なものがあれば解決する部分もあります。ただ、先生方のスキルをア

ップするといいますのは、きつく申しますと、先生方個人の努力も非常に必要になってこ

ようかなというふうに考えております。例えば、我々行政の職員ですと、パソコンが導入

されたときに自分らで研修といいますか、習いに行くというそういう努力もさせていただ

きました。先生方の中にも、これだけＩＣＴ化も入ってきますと、ＩＣＴを使わずに授業

をしていくというのは難しくなってきたのではないかなというふうに考えておりますので、

そのあたり先生方にも効率的な研修の方法がもっとないのかとか、そういうあたりも研究

をしながら、子供たちによってＩＣＴを使っていないクラス、学校が遅れていくと、そう

いうことのないように進めていきたいというふうに考えておりますので、御理解いただき

たいと思います。 

 

○北村 勝委員 

そういったことで、格差が、そういった遅れていくということが現状ないように、タイ

ムリーな指導ができますように御配慮いただいて、ぜひお願いしたいと思います。 

 

（目４人権教育費） 発言なし 

 

（目５教育集会所費） 発言なし 

 

≪項２小学校費≫（目１小学校管理費）   

○山根隆司委員 

この中で、小学校管理費というところでございます。今回、説明書には空調とあるわけ

なんですけれど、残り８校ということでございます。この時期、予算上げてもらった中で、

夏休みまでに工事間に合うのか、暑い時期までに、この時期に実際できるのか、予算計上

されていますけれど、この８校、いつ完成予定なんかその辺もちょっと教えてください。 

 

●宮瀬教育総務課副参事 

平成24年度から４カ年計画で整備を進めてまいりました空調設備の整備ですが、27年度

の小学校８校の整備をもって完了いたします。27年度は、進修小学校、修道小学校、有緝

小学校、明倫小学校、厚生小学校、宮山小学校、浜郷小学校、四郷小学校の８校を計画し

ております。この夏の熱中症対策に向けて迅速な発注を今現在目指しておりますので、何

校かは、何とか夏休み中に完了させられる見込みでございます。 

 

○山根隆司委員 

せっかく予算つけてもらってするなら、やっぱり、夏の暑いときまでにしていただくの

が１番いいのかなというようなことを考えております。工程上と予算の関係の問題がある
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と思いますが、その中でも小学校の施設の整備工事だけでも、現在、小学校体育館の屋根

の落下防止とかされておりますけれど、これはうまく卒業式までに間に合うような形で工

期の日程も組んでもらったのかなというふうに思っております。やはり、子供、生徒たち

が使う中で１番最適な期間というのが、いつ使用したいのかということを考えた中で、更

なる工程の短縮をよろしくお願いしたいと思います。発注の体系についてはいろんな形が

あると思いますけれど、現場状況も土日で仕事をするのか、夏休みに仕事をするのか、１

番効率がいいのかよくわかりませんけど、やはり使うのは生徒、子供たちでございますの

で、そのあたりだけ再度検討のほうだけよろしくお願いします。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

 西山委員。 

 

○西山則夫委員 

小学校費の関係でありますが、実は小中にもわたる共通の課題ですので、発言のお許し

をいただきたいんですが、よろしいですか。 

 

◎杉村定男委員長 

 はい。どうぞ。 

 

○西山則夫委員 

それぞれの小学校、中学校で、学校自己評価を行っていただいていると思います。私も

ある小学校の自己評価の結果を、今年度の自己評価を頂戴したんですけれども、これはそ

れぞれ、生徒、保護者、教職員の三者のアンケートによって評価を定めているのがあるん

ですが、分類的にはずいぶん多くて17分類、私の資料はそうなっておるんですが、あとか

ら質問しますが、こういったいろんな先ほどから議論があるようないじめの問題とかにつ

いても項目分類がされておりまして、それぞれのアンケートの気持ちが出されて、まあま

あ３点の評価のうち大体1.5から２の間に分類されておって、結果としては、まあまあい

いというふうに私自身はちょっと判断をしておったんですが。実はこういった評価、学校

自己評価は、各学校別に共通の課題でやっているのか、例えば私も知っている小学校は

100人に満たない小学校でありますので、生徒も少ない、先生も少ない。もちろん保護者

も少ないわけですから、例えば大規模校の小俣小学校であれば全校700人近くみえるので、

そういった学校の規模によってこの学校自己評価の内容が違っているのか、いやいやもう

これは教育委員会の共通のテーマなんですよというのか、そこら辺少し解明していただけ

ますか。 

 

●松村学校教育課副参事 

ただいまの西山議員の学校評価の項目についての御質問でございますけれども、この学

校評価は、各学校が定めた目標がありまして、その設定した目標の達成状況の把握という

ことで取り組んでおりますので、各学校で評価項目は異なっております。また、規模によ
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っての違いというようなこともお尋ねにございましたけれども、規模によって項目が違う

というようなことはありませんので、むしろ、それぞれの学校で項目を定めておるという

ようなところでございます。 

 

○西山則夫委員 

それぞれの学校独自の項目ということで理解をさせていただきました。この市内小・中

学校からそれぞれ教育委員会へこの結果は届けられていると思うんですが、よろしいでし

ょうねそれは。 

 

●松村学校教育課副参事 

法よって学校自己評価は行うこと、またその公表と教育委員会への報告がされなければ

ならないというふうにされておりますので、各学校から教育委員会のほうへ届けられてお

ります。 

 

○西山則夫委員 

そういうことであるとして、それぞれ教育委員会として大規模の学校、あるいは中規

模・小規模の小・中学校、また地域別のいろんな課題がそれぞれあると思うんですけれど、

この出された結果を教育委員会としてどのように分析して次に活かしていくかということ

が、今の段階でございましたら御披露いただきたいと思います。 

 

●松村学校教育課副参事 

各学校から報告のありました、学校自己評価の教育委員会としての検討、活かし方とい

う点でございますけれども、各学校から寄せられたものにつきまして、それぞれまとめて

分析するというようなことは今のところ行っておりません。ただ、それぞれの学校の状況

を把握するということで、学校だより等でも、その分析、各学校がされておりますし、ま

た、教育委員会に寄せられましたものを元にしまして、各学校の状況を把握し、教育委員

会としても課題があれば、その点については検討していくというようなところで活かして

おる、そのようなところでございます。 

 

○西山則夫委員 

全体的に、すべて共通して対処方針を決めるというのは難しいというふうに思っており

ますけれども、各校別に、ここは少し問題点があるかなという判断をする場合もあると思

うんですよね。先ほど来いろんな議論されておりますけれど、そういったところで見せて

いただくと、保護者と子供、それから教職員の間には若干乖離があると思うんですね、ア

ンケート結果に。子供たちはこう思っているけど、先生方はそう思っていないというよう

なところも見受けられます。やはりそういったところは、共通的な指導方針はできないか

もわかりませんが、各校別に少し現場と話し合いながら、アンケート結果が出ているけど

どうなんだろうというような、教育委員会としての対処方針はつくっていく必要がある。

していただいていると思いますれども、全体的な伊勢市の教育の中で、問題点はここら辺

にありそうだということも把握をしながらしていただきたいというように思っていますし、



 27 

特にそういったことで、次の段階の予算立てをしていかなければならないと思うんです。

私は、この26年度の評価をして27年度の予算立てができているというように思っておりま

すけれども、ぜひ、そういった意味で、ここに予算をつけなければならんというところは

全体で見えると思いますので、ぜひそこら辺は教育委員会で御配慮いただきたい、このよ

うに思います。以上で、１点目は終わります。 

次に、これも小中にかかわる問題でございますので質問をさせていただきたいと思いま

す。先般２月22日に土曜授業の関係で教育委員会から、これは案件じゃなしに報告として

あったと理解してよろしいでしょうか。 

 

●玉置教育部長 

一応、協議ということでお願いをさせていただいたというふうに考えております。 

 

○西山委員 

失礼しました。協議会の資料として出ておりました。 

この土曜授業については、昨年の予算特別委員会でも26年度から実施する市町もあると

いうことで、教育委員会に伊勢市の考え方はどうですかという質疑がされたということで、

そのときはまだ結論を得ていないので、検討してまいりたいということで御答弁をされて

いると。実施の方向だというふうには理解をしておったんですけれど、まだ、そこまで到

達をしていないので、検討して事後明らかにしていきたいという御答弁がなされておりま

して、この２月20日の、先ほど申し上げました協議会へ資料が出されました。それぞれ、

いろんなことの中で議論はされましたけれど、あまり深くされずに済んでいってしまった

んです。特に私は、当時教育民生委員ではありませんので聞いておりまして、やはり教育

委員会、教育委員長を中心とした教育委員会の中での議論もあったように聞き及びました。 

そしてもう一つは、その後に資料をいただきました土曜授業検討会議というのが設置を

されて、その中でも議論をされたというふうにあるんですけれども、教育委員会で議論し

たことと、土曜授業検討会議で議論されたことの、少し特徴的な意見について御披露いた

だきたいと思います。 

 

●玉置教育部長 

土曜授業検討委員会のほう出てまいりました意見、これにつきましては３回検討委員会

を持ちましたけれども、やはり早急にやるのはどうなのかというような意見、これが主な

ものであったかなというふうに考えております。全体を通してですけれども。その中には、

土曜授業をやっていくのであれば、こういうふうな方策を考えたらどうやという、具体的

な御意見も頂戴はしましたけれども、全体的には、今まで土曜日は休みであったので、そ

の分をいろいろな地域の方とか、例えばスポーツ関係の方もですね、地域の方がかかわっ

ていただいておりますので、その関係の方々との連絡調整というのがどうなっていくのか、

そこも心配だからなかなか早急にはできないよねという、そういうお話をいただきました。 

また、教育委員会自体での論議の中でも、慌てることのないようにというようなお話も

出てまいりましたけれども、ただ、これは県下一斉でやっていくというようなこともござ

いますので、県下の様子も見ながらということで御意見は頂戴しましたけれども、絶対や
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っては駄目だというふうな方向ではございませんでしたけれども、やるには慎重にという

ようなご意見は頂戴しておりました。 

 

○西山委員 

それぞれ、教育委員会、検討会議ですね、議論を重ねていただいて踏み切っていくとい

うことになったわけでございますが、ただ残念なのは、こういった検討会議を３回も開か

れて、教育委員会でも議論されて、議事録はホームページを見せていただくと出ておりま

すけれども、やはり、我々に対して、教育民生委員会に対して、検討をしているならどう

いう検討をしているかということを、結論があってから出すのではなしに、教育委員会と

してはこういうことで土曜授業に踏み切っていきたいというようなことを示していただか

ないと。いきなり２月20日に出されて、じゃあその数十分後には、保護者向けのチラシで

すか、チラシというか案内が配られているというのは、ありきでね、議論を省略するとい

うことは失礼かもわかりませんが、そういったことで進められたと。もうこれは止めるこ

ともできんし、保護者の皆さんもそういう体制で構えていかなければならんので理解はし

ますけれど、やはり私はもう少し丁寧な、検討会議でも教育委員会でもあったように、時

期尚早なのかどうかということも含めて、議論をもう少ししていくべきであったというふ

うに申し上げておきたいと思いますがどうでしょうか。 

 

●玉置教育部長 

委員おっしゃていただいておるとおりだと思います。ちょっと我々のほうで、丁寧に議

会のほうにも御報告申し上げるという、そういう段階を踏んでおらなかったという部分が

ございますので、今後につきましては、丁寧に御報告も申し上げたいというように考えて

おります。 

 

○西山委員 

昨日、教育民生委員協議会の資料が棚に入りまして、Ｑ＆Ａまで丁寧につくっていただ

いてあるんですね。中身をみんな見ておりませんけれど、教育民生委員協議会で議論をさ

れるということもあるかと思いますので、この件については終わりたいと思うんですが、

ひとつ最後に、この実施をして、いろんな先生や業務員の勤務時間なんかも整理をされて

おるんですが、予算執行上、そのことによって予算がふえるとか、ふえないとかというこ

とは関係ないんでしょうか。 

 

●玉置教育部長 

市の関係の予算につきましては、例えば学校業務員さん、それから給食関係の方々、こ

の部分につきましては、土曜授業だからということで出勤をしなければならないというこ

とは原則的にないというふうに考えております。 

 

○西山委員 

そういうことで理解をしておきたいと思います。 

それと、もうひとつ、この件についての最後なんですが、隣の町では去年の４月から土
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曜授業を実施して、途中で保護者、子供、教職員関係者にアンケートを取って、土曜授業

についてのアンケートを取られたというふうに聞いて、それも一部マスコミで報道されま

した。その結果については、隣の町のことでございますので、とやかくを言う必要はない

と思うんですが、伊勢市としてこの土曜授業を実施して、その後の検討というのはどのよ

うに考えておられるのか、少しお聞きをしたいと思います。 

 

●玉置教育部長 

その件につきましては、我々も検証というのが当然必要になってこようかと思います。

また、28年度以降につきましても、どういうふうな格好で土曜授業をやっていくかという

部分で必要でございますので、アンケートも含めて、どういうふうな格好で検証していく

か、それは検討していきたいと考えております。 

 

（「もうええぞ。所管が違うんやでさ」と呼ぶ者あり） 

 

○西山則夫委員 

教育民生委員長がおっしゃっていますのでもう終わりますけれども、これまでの経過に

ついて質疑をさせていただいたことでございますので、お許しをいただきたいと思います。 

最後に１件だけ、27年度から教育現場、特に先生、教職員に対して人事評価制度が試行

されるということで聞きました。２年先からは本格実施ということで聞いておるんですが、

これは県の教育委員会が決められたことですので、試行実施に移っていくと思うんですが、

特に伊勢市の教育委員会としてのこの件についての御見解をお聞きしたいと思うんですが。 

 

●早川教育次長 

西山委員仰せの新たな人事評価制度に伴いましてですが、平成25年に地公法及び独立行

政法人法の一部が改正になりまして、評価をしていくということで、平成26年からという

ことで２年間、すなわち28年度からは本格的実施をしなければいけないと、そのような中

で進められていることでございます。まだ、十分な議論もできないままではありますが、

県教育委員会から聞かせていただいておりますのは、４月に入りましてから評価をするも

の、校長及び教頭、それから事務局の担当者を集めて研修会を行い、それ以後進めていく

ということで聞いておりますので、また追って連絡をさせていただきたいというふうに思

います。 

 

○西山則夫委員 

そういう経過があるので、ここで反対賛成ということにならないというように思います

が、私、教育現場の中でこういった人事評価をしていくことの是非というのは、自分自身

個人的には持っています。あまり、教育現場で教職員に対して評価をするというのは、本

当にいいのかどうかというのは疑問をしていますし、あまりよくないことだというふうに

は思っています。 

そこでですね、ある資料を見てみますと、先ほど、これから研修をされて実施をしてい

くということになっていくと思うんですが、私１番心配するのは、やはりこのことによっ
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て教育現場の、特に子供たちへの影響が出なければいいんですけれど、やはり先生といえ

ども人でありますので、いろんな考え方、あるいは思いが出てくると、今後そういったと

きに現場の中でそういったことが発生しないよう、これは市教育委員会としての責任だと

いうように思いますが、そこら辺をぜひ、今の段階で答弁をいただくとなかなか難しいと

思うので、私の御意見を申し上げて終わりたいと思いますが、ぜひ配慮いただくようにお

願い申し上げたいと思います。 

 

（目２小学校教育振興費）   

○品川幸久委員 

小学校教育振興費ということで、学校図書館の充実があると思うんですけれど。最近、

学力の問題で国語力というところが言われてですね、決算でも言わせていただいたんです

けれど、本を読むということが１番大事になろうかと言われておるんですけれど、大体今

小学校で、中学校も同じことになろうと思うんですけれど、大体平均何冊ぐらい子供は読

まれとってですね、何冊ぐらいは読みなさいよと、そういうふうな御指導はされておられ

ますでしょうか。 

 

●松村学校教育課副参事 

ただいまの議員の御質問でございますけれども、それぞれの学校におきましては、目標

になる図書をあげまして、読みましょうというような指導をされておるところもございま

すけれども、全体としてこれだけというふうな定めはしておりません。 

 

○品川幸久委員 

それですと、いろいろ言われておる国語力のアップで読書が大事やと言うて教育長も皆

さんお答えになったんですけれど、学校現場ではどんな指導をされておられますか。一部

の学校では目標を立てておられるということで、ほかの学校は目標を立ててないというこ

となんで、本来なら、授業の中で先生らがもっと本を読んでしなさいよということをされ

とるということやと思うんですけれど。例えば豊浜さんとかあちらのほうでは、特色のあ

る学校づくりで図書をあげとる学校もあればですね、そこら辺で非常に差が出てくると思

うんですけどね。先ほどのご答弁ではこんな目標は立ててませんみたいな話なんですけれ

ど、どうやって国語力を上げていかれるかということはちょっとわからないので教えてく

ださい。 

 

●松村学校教育課副参事 

失礼いたしました。先ほど目標は立てておりませんと言いましたのは、数値で何冊読み

ましょうというようなところは立てておりませんけれども、図書館の指導計画、図書館に

係る指導計画というのがございますので、その中で、どのように学校図書館を活用してい

くか、また、小学校ですと授業の中で図書館を使った授業もされております。そのような

形で読書指導がされております。 

また、これは県の取り組みでもございますけれども、1年間のうちの何回か、読書習慣

をチェックしていきましょうというような形で目標をそれぞれ子供が定めまして、その目
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標がその日に達成できたかどうかというようなチェックシートを使っていくことによって、

読書の習慣をつけましょうというような取り組みもしております。 

 

○品川幸久委員 

時間なんであまりやりませんが、本来なら学校のほうが強制的にでも本を読むように指

導して、私も本が好きで本は読むんですけれど、最初のきっかけはやっぱりおもしろい本

に当たると、子供らもどんどん新しい本を、どんなこと書いてあるんやろなと読んでみよ

うとしますよね。ですから、できたら学校のほうからも、この本ちょっと読んでみてとい

うようなことの仕掛けからどんどんやっていく、そういうことが非常に大事なことと思っ

ています。これはそちらのほうで頑張っていただきたいと思いますが、さっきもＩＴの話

がありましたけれど、私らもパソコンなんかを使ってくると、せっかく小学校から中学校、

高校にかけて本を読んで漢字を覚えたんですけれど、今変換してしまうので、漢字がなか

なか出てこないという部分があるんでね。この辺のところもちょっと気をつけながらやら

んとですね、字は読めるけど書けない。普通やったら辞書で、わからない字は全部辞書で

引きましたよね。今はもう簡単にでてしまうんで、やっぱり辞書を引くということ自体が

大事なことなんで、その辺も含めてやっていただきたいと思います。 

 

●鈴木市長 

現在、乳幼児から児童生徒に向けて、子供の読書推進計画というのを市のほうで構築を

しておりますので、委員仰せのとおり一生懸命、子供の読書推進に頑張ってまいりたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

◎杉村定男委員長 

目２小学校教育振興費の審査を終わります。 

ここで午後１時まで休憩いたします。 

 

休憩 午後０時05分 

再開 午後０時57分 

 

◎杉村定男委員長 

休憩前に引き続き審査を続けます。 

項３中学校費、目１中学校管理費についての御審査をお願いいたします。 

御発言ございませんか。 

品川委員。 

 

≪項３中学校費≫（目１中学校管理費）   

○品川幸久委員 

小学校費で聞いてもよかったんですけれど、時間の都合でこっちでやらせていただきま

す。毎度言うとるんですが、２学期制になってもう大分たつと思うんですけれど、２学期

制の総括というのがされていないと思うんですよね。今まで取り組んできて２学期制が本
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当によかったかどうか。よその地域に行くと３学期制に戻しとる学校も多々あるんで、そ

れは間違いなのか、いいのか、私は全くわからないんでね、そこら辺のことだけ教えてい

ただければありがたいかな。 

 

○松村学校教育課副参事 

２学期制の検証についてのお尋ねでございますけれども、全体としての２学期制の検証

というのはまだされておりません。ただ、各学校におきましては、先ほど学校評価の御質

問がございましたけれども、学校評価、自己評価を行う中で、それぞれの教育活動をどう

であったかというのを振り返りまして、それを改善に活かすというような中で、行事のあ

り方とか年間の教育活動のあり方について振り返る中で、２学期制が直接どうであるかと

いうようなことには触れておりませんけれども、反省をしながら、改善すべきところは改

善をして取り組んでいるというふうに理解しております。 

 

○品川幸久委員長 

とういうことは、３学期制に戻すということは全然頭にないというふうに理解してよろ

しいでしょうか。 

 

●松村学校教育課副参事 

それぞれの学校のほうで学期の承認願いというのを出していただいておるんですけれど

も、その中では、引き続き２学期制ということで出ておりますので、そのように取り組ま

せていただきたいというふうに思っております。 

 

○品川幸久委員 

ずっと前、大分この２学期制については評価を聞いておるんですけれど、この間の決算

のときでも必ず総括をしてほしいという話なんですけれど、なかなかされないというとこ

ろ、それとまた、よその地区では３学期制に戻されたところも多々あるということ、それ

から２学期制が始まったときに、あのときは当時、二見でしたかね、二見のほうはこちら

が２学期制になっても３学期制を続けとったという、そのときも教育長にも質問をさせて

いただいてですね、学校の校長の裁量やというようなことやったと思います。最初のとき

に２学期制を導入されたとき、中学校では豊浜のほうでしたかね、小学校では厚生が２学

期制にやれと、そのときにやっぱり教育委員会の指導でやってみよと、モデル地区として

やってみようという割には、教育委員会は、私どもは関係ないというようなことがあった

と思います。軌道に乗ったら、これは２学期制がいいんやというふうなことでね、当時校

長先生らも、何かあったら助けてえなというような話はされとったんですけれど、今、２

学期制が当たり前になって、その２学期制自体を見直さないと、これがもう当たり前にな

っていって非常に困ることにもならへんのかなという気もします。ですからそこら辺のこ

とはきっちりと総括をしていただきたい。よろしくお願いしたいと思います。 

中には同じ２学期制でも、３回通信簿を出しておるところもあれば、２回しか通信簿を

出さないところもあります。私、これ意味がわからないんですけれど、それはどういうふ

うな御答弁返ってるかわからんので、一回ちょっとお聞かせください。 
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●松村学校教育課副参事 

御指摘のとおり、テストの時期ですとか回数につきましては、特に中学校でございます

けれども、学校によって時期が異なるといったものもございます。また、通知表の出し方

につきましても、それぞれ学校で工夫をされておるところがございます。これも、先ほど

申し上げましたように、学校がさまざまな状況を踏まえて、よりよいものにするようにと

いうようなことも考えたり、それから、いろいろなお声を反映させていきつつ、今の２学

期制をもとにして、学校をよりよいものにしようというような考えで動いているものとい

うふうに考えております。 

 

○品川幸久委員 

ちょっとよくわからないんですが、例えば１年に２回通信簿をもらって、前期と後期に

分かれとるところは、当然テストの評価もあったり普段の態度もあると思うんですけれど、

３回出されとる真ん中のところは何を基準に生徒評価をされておるのかということがわか

らないですよね。先ほどの御答弁でいきますと、伊勢市は、絶対評価であろうが相対評価

であろうが、学校の裁量で何でもできるみたいな形に聞こえるんですけれど。そう聞こえ

たんですけれど。聞き方が間違がっておったら。 

例えば通信簿のつけ方でも、中学校行っても１から５までという評価のつけ方と、それ

が５が何人おったらいいんやと、５は何十人でも何百人でも出せますよという評価の仕方

ができますよね、絶対評価なら。そんなんも関係ありませんよみたいな。学校独自で何で

もできるというふうな御答弁やったと思うんですけれど、ちょっと私の聞き方が違とるん

やったら御答弁ください。 

 

●松村学校教育課副参事 

通知表の回数につきましてお答えをさせていただきましたけれども、その評価の方法に

つきましては、現在、絶対評価というようなことになっておりますので、それにつきまし

ては各学校が異なっておるというわけではございません。 

 

○品川幸久委員 

ですから、私が言わせていただくのは、片やなんかのときには学校の校長の裁量であり、

やっぱりそれは教育委員会が一本の方針ではっきり全部検証して、伊勢市はこの評価でや

ります、伊勢市はこういう通知表の出し方をします、伊勢市はこういうふうな学期制をと

っていますということをちゃんと検証して、ちゃんと伝えていただかないと、何か大事な

事に切り替わるときは校長裁量やという事が多かったですよね。そこら辺を私は言わせて

いただいておるんで、やっぱり教育長のもと、しっかりとした方針だけは出していただい

て、特に２学期制なんかというのは、私も大分学校の先生にヒアリングをさせてもらいま

したけど、教育委員会の御答弁とは違うところが今まで多々あったんですけれど、２学期

制は言うことがないと。３学期制は何かええことあるのか、これ季節感があるだけ。２学

期制のデメリットはないんかと言うたら、いろいろ皆さん出されるやつもありますよね。

病院立てるところはどこやと言うたら、ここが○○と言うて、ちょっと悪いところは△△
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て付けたら、これがええんやなと思いますけど、そうじゃないと思うんですよね。やっぱ

りそういうとろこはしっかり取り組んでいただきたいと思います。ちょっと責任ある方の

御答弁だけ願います。 

 

●宮崎教育長 

委員おっしゃられるように、３学期制に戻してはという声も多々あります。全国的にも

３学期制に戻す地域も若干増えてきたような気もしておりますが、ちょうど土曜授業の導

入もありますので、教育課程全般については検証が必要ではないかなというふうに考えま

す。校長会のほうに教育課程の検討委員会、それから研修委員会がございますので、そこ

と相談をしながら、学校の現状も、また現場の教員や子供の声も聞きながら、検討する教

育課程全般について、土曜授業の実施も含めて検討する場を設けていきたい、そういうふ

うには考えております。 

 

○品川幸久委員 

最後にしますが、今土曜授業というお話が出て、先ほども所管が違うやないかというお

話も出とったんですけれど、私どもちょっと所管が違うところに所属しておりますので、

土曜授業というのは今までやっとった放課後プランのようなことを続けられるのか、いや

いや違いますよ、これはちゃんと４時限の授業をとるのか、教育民生委員会の中では授業

数、時間がふえるのか減るのかというような話もされとったと思うんですけれど、そこら

辺が全くわからない。私ら単に土曜日に授業するということは、授業数が少ないからこの

授業数を増やすことによって学力も上がるしというふうに思とるわけなんですけれど、何

か聞いておると、授業数が減っていくような話も出ていますしね、そこら辺もまた詳しく

分わかるように説明していただいて、そこへ行くとまた所管が違うという、怒られるとい

けませんのでこの程度にしておきますけど、よろしくお願いします。 

 

（目２中学校教育振興費）    

○品川幸久委員 

ＡＬＴ活動事業のところで、所管は違うんですけれど、教育民生委員会のほうで管内視

察ということで、港でＡＬＴを利用した多数、複数でやられる授業をみさせていただきま

した。非常によかったと思います。これが、特色ある学校づくりの中でやられるのはもっ

たいないねっていうふうな話も聞いておったと思うんですけれど、委員長のほうからもえ

えことやなと。あとは、教育委員会のやる気になってくると思うんです。ＡＬＴの方をど

れだけ雇ったらええんやとか、またそのお金の問題もありますし、そう簡単な問題と違う、

スケジュールも合わさなあかんといういろんな問題があると思うんですけれど、今回これ

には上がってきてないような予算づけやと思うんですけれど、そこら辺をお答えいただき

たいなと思います。 

 

●松村学校教育課副参事 

ＡＬＴについてのお尋ねでございますけれども、ＡＬＴにつきましては現在11名を雇用

しております。この11名につきましては、小・中学校ともに、会話を中心にした活きた英
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語を楽しく学ばせるという点で、大変効果を上げておりますし、また、委員御指摘のあり

ましたように、複数のＡＬＴを使った授業というのも試みられておりますので、今後、委

員言っていただいたようなスケジュールとか、どのようにふやしていくのかというような

ことも検討しながら、増員についても検討していきたいというふうに考えております。 

 

○品川幸久委員 

このことについては、ＡＬＴもしかりですけど、それを上手に使って英語を教えられる

という先生の器量もかかってくると思っています。特に最近、小学校の英語の必修化みた

いな話が出ていましてね、小学校から英語を取り組めというてくると、小学校の先生は全

部英語ができないかんかということになってくると、もう専門家になってきますよね。そ

ういうことになると思います。そうしてきますと、やっぱり前へ出てくるのは小中一貫教

育になってくると思うんですよ。ちょうど小学校４年生ぐらいから、もう英語も３年生も

というようなことになってくると、中学校の英語の先生が小学校にと、こういう行き来も

しながら、小中一貫というのが成り立ってくると思うんですけれど、そこら辺の将来展望

があったら教えてください。 

 

●松村学校教育課副参事 

委員御指摘のとおり、小学校からの英語の教科化ということも国のほうでは検討が始ま

っております。それに向かって、やはり小学校でのＡＬＴの活動時間の増加というのも必

要でありますし、もちろんそのＡＬＴとともに、中心になって指導する教員の力量という

ものも上げていく必要はあると思います。 

今、小中一貫というようなお話の中でございましたが、現在は中学校の英語科の教員が、

小学校へ行って小学生に教えるというようなことがされております。そういったような中

で、中学校の英語の教員の授業を小学校の教員に見てもらうというような機会も、大事な

機会かというふうに考えております。現在のところは、そのような小・中連携の中で、そ

のあたり進めていきたいというふうに考えております。 

 

○品川幸久委員 

小学校の特に低学年については、授業じゃなくて逆に人間形成のほうに重きを置いて、

学校の先生、小学校の先生はやられとると思うんですね。英語となった場合は、英語の専

門の教師が小学校でも必要になってくるのか、中学校で増やして中学校から行かすのか、

なかなかそこら辺がわからないんでね、そこのところだけ聞いといて終わりたいと思いま

す。 

 

●松村学校教育課副参事 

教職員の体制につきましては、まだまだこれから考えられていくところかというふうに

思っております。そのあたりも、国やその他の動向も見ていきながら、予定では平成30年

というふうに聞いておりますので、そのあたりも見据えながら検討を進めていきたいとい

うふうに考えております。 

 



 36 

（目３中学校建設費）    

○山根隆司委員 

ちょっとお聞きします。細かいことは委員会で、専門部会で。ちょっと考え方だけお聞

かせください。この宮川中学校の建設でございますが、今仮設校舎が建っております。今

までも仮設校舎で、学校の建替えということはやってきたわけなんでございますが、授業、

生徒の学習環境の面で、何か問題、課題というのが今までもあったのか、今現状見た中で、

非常にグラウンドなんかも狭い状況でやっとるので、その辺が環境問題としてあったのか

お尋ねいたします。 

 

●宮瀬教育総務課副参事 

仮設校舎での２年間の生活というのは、本校舎での生活に比べて、これから不便をかけ

ることも多くなると考えております。夏の熱中症対策であるとか、冬の対策として空調機

の設置というのは当然考えておりますが、その他にも生活をする上で支障がこれから出て

きた場合には、迅速で柔軟な対応をさせていただきたいというふうに考えております。 

 

○山根隆司委員 

いろんな問題、課題がある中で、ちょっと私の勝手な考えで申しわけなかったんですけ

れど、仮設校舎を建てるのがいいのかどうかというとこなんですけれど、仮設校舎にも２

億円の費用がかかっております。今現在、消費税抜きで１億9,700万で落札ですので、税

込みで２億を超えとる仮設校舎代というのがあるわけでございます。学校のグラウンドの

敷地の中で、建物の中で、遷宮方式じゃないですけれど、東側にあれば西側に今度は建設

するとか、病院の建設におきましても、建てかえをする中で患者さんの移動が非常に難し

いということで、土地を買った中でやると。小・中学校の学校の敷地であれば、千坪から

ある中で、なんらかの形で40年50年の周期でするなら、東側に建てたら次は西側に建てる、

北側にあったら南側に建てるとか、そういう形を考えてもうたら、この仮設校舎は必要な

くやれるのかなと。そうすればこの仮設代でも、今回の予算の計上の中の２億円は財源と

して削減できる方法があったと思われるわけで、日当たりとか日照権とか近隣のこともあ

りますけれど、そういう形が本当に神宮さんやないけれど、東西に建てるとか、そういう

感覚を持った中で、そういうところまで１回こういうことは議論はされたんですか、考え

方だけお聞かせください。 

 

●宮瀬教育総務課副参事 

校舎の配置に関しましては、現在位置がいいのか、それとも本当に委員おっしゃるよう

に、仮設校舎を建てずに遷宮方式でやるのがいいのかということは、工学的な観点からは

検討はさせていただきました。日当たりのことでありますとか、風通しのこと、それから

敷地の周りのアプローチのことでありますとか、そういうことを総合的に判断させていた

だいて、今の現在校舎、それから屋内運動場が建っておる位置にまた再度建設させること

が、１番施設としてはいいであろうということで結論が出ましたので、仮設校舎を建設す

るというふうに判断をさせていただきました。 
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○山根隆司委員 

月曜日も宮川中学校の卒業式に行かせていただき、現地も見させてもらいました。運動

場がちょっと長方形の形であるんでございますが、体育館にしたって仮設の位置を見まし

ても、私から見れば十分可能やったんかなというように考えております。当局のほうでい

ろんな形で議論された中で、現在位置が１番よかったというんやったら、それはもう決定

したことでないんですけれど、今後この財政難というとこで、この仮設費の２億円という

経費は、財源は削減できたのかなと私は思うわけでございます。その点も含めた中で、こ

の宮川中学校に関しましてはこういう形でもう入札も終わった中で、仮設校舎も建ってお

ります。今後の新しいやつで、建てかえの場所が新規に建てるところは別といたしまして、

建てるまではそういう形で現在の学校を使うということで、そういう仮設の経費もかから

ないと思います。今後そういう形があって建てかえであれば、この遷宮方式じゃありませ

んけれど、そういう形をひとつ頭をひねって考えてもらったら、やっぱりそれだけの予算

というのは削減できたのかなと、本当に非常に残念に思っております。 

そこでもう一つお聞きしたいんですけれど、現状こういう形になったわけでございます

が、仮設校舎がある中で、グラウンドが全く使えない状況であります。生徒の学習面、環

境問題と言いましたけれど、クラブ活動とか生徒の育成に関してどういう観点で、グラウ

ンド等の形で、スポーツの形というのはどういう形で教育委員会は進めていくのか、考え

方だけお聞かせください。 

 

●伊豆教育総務課副参事 

特に今現在、冬場でございますので、特に今現在進めておりますのは外のクラブの活動

ということで、サッカー、それから野球、陸上とございます。学校のほうからお伺いさせ

ていただいておりますのは、サッカーについては早修小学校のグラウンド、それから陸上

につきましては中島小のグラウンドを中心に、水曜日、金曜日については宮川の河川敷の

トラックをというふうなことでお伺いさせていただいております。それにあたりましては、

南島線沿いのお子さん、生徒さんもみえますので、スクールバスを早修のほうからまわさ

せていただいたり、そちらのほうで降りてもらって、またそちらから乗ってもらって南島

線で帰っていただけるようにも、今現在考えているところでございます。 

 

○山根隆司委員 

各小学校のグラウンドもお借りしとるということでございます。体育館の室内競技施設

におきましても、体育館も解体工事の中に入っておるわけでございます。今後としても、

移動するにあたっても部活の時間帯も終わる時間も当然違うと思うわけなんですけれど、

スクールバスの中で、どういう形の時間配分とか、そこまできっちり計画を立てた中で、

クラブ活動によって終わる時間帯も違うと思うんでありますけれど、そのためにどこまで

検討されましたか。 

 

●伊豆教育総務課副参事 

スクールバスの時刻につきましては、季節によりましてクラブ終了時刻が変わってまい

ります。それからまた夏場になりますとクラブの時間も長くなってまいりますので、便数
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も変わってまいります。これにつきましては、年間通して学校、教育委員会、それから三

交バスさんのほうにもちょっと来ていただきまして、細かいところまで調整をさせていた

だいとるところでございます。 

 

○山根隆司委員 

手厚いところまで考えてもらうということで安心はできます。本当に、私の勝手な思い

でございますけれど、いろんな形でこの経費節減ということはもう本当に考えていかない

かんと、この財源の確保をする中で、今、本当に建設工事におきましては物価の上昇、資

材単価の向上ということも踏まえて考えるのであれば、今後の展開としてそういうことだ

けは頭に置いてください。 

 

≪項４幼稚園費≫ 発言なし 

 

≪項５社会教育費≫（目１社会教育総務費） 発言なし 

 

（目２公民館費）    

○鈴木豊司委員 

ここで公民館に対します公平性という視点から御質問を申し上げたいというふうに思い

ます。委員長にお願いなんですが、ここで学供施設あるいはコミセンにつきましても若干

触れさせていただきたいと思いますので、お許しをいただきたいと思います。よろしいで

しょうか。 

 

◎杉村定男委員長 

 どうぞ。 

 

○鈴木豊司委員長 

それでは、合併前の話になるんですけれど、この公民館につきましては御薗町、あるい

は小俣町に多く建てられております。学習等供用施設につきましては旧伊勢市とか小俣町

さんで、それからコミュニティセンターにつきましては二見町に多く建設をされておりま

す。ほかにも健康管理増進センターという施設もございます。これらはいずれも各自治会

が所有をいたします公民館と、目的や使用の方法につきましては何ら変わりはないという

ふうに思っておるんですが、その辺の御認識はいかがでしょうか。 

 

●世古口社会教育課長 

委員仰せのとおり、現在の使用方法については同じような形をとらせていただいており

ます。 

 

○鈴木豊司委員 

この建設の形態というのはさまざまでございます。防衛施設庁の補助があったり、多額

の寄付金をいただいたり、また中には公費で建設されたというような状況でまちまちであ
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るわけでございますが、その多くは市の補助金があるものの、各自治会が建設をしておる

というのが大部分でございます。これからの合併後10年を迎えまして、検証もしていただ

くということでございますが、合併調整項目、千八百ありましたよね。あれを見させてい

ただきますと、公民館に関してはなかなか見つけることができませんでした。またこれか

ら、公共施設のマネジメントにも大きくかかわってくる話なんですけれど、先ほどは地域

の公民館的存在であるということを認識いただいたわけでございます。その中で、この多

くは自治会独自が建設をして維持管理をしていくという状況の中で、公費で建設をされ、

また公費で維持管理もしているというようなことがございますので、その地域間での公平

性というんですかね、すごく損なわれているというか、不公平さが顕著であるということ

が言えます。この辺はぜひ、是正をしていただくべきやというふうに思うんですが、その

辺の御見解をいただけないでしょうか。 

 

●世古口社会教育課長 

委員仰せのとおり、不平等感というのは否めないところでございます。過去からの経緯

もございまして、現在、市が所有しております公民館、学習等供用施設などにつきまして

は、修繕なども２分の１市が負担させていただいておるという状況もございます。しかし

ながら、過去からの合併後の調整が23年度24年度で行いまして、それまでは各地域でばら

つきがございまして、修繕につきましても御薗地区ですと３分の２を市が負担、小俣地区

ですと10分の９を負担というようなこともございましたが、今２分の１まで、23年度24年

度をかけて調整を行ったところでございます。 

しかしながら、やはり不平等感ということは認識しておりますので、現在の指定管理が、

この27年度で一旦指定管理が切れまして次の更新になりますが、そのときには不平等感が

少なくなるように、関係各課と調整を重ねまして、また地元にも御理解をいただきまして、

指定管理のほうへ調整をしていきたいというふうに考えておりますので、御理解賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

 

○鈴木豊司委員 

この問題は住民感情もあったり、また補助金の制約もあろうかなというふうに思うんで

すが、修繕の話をいただいたんですが、修繕だけやなくて公民館のあり方自体が問題かな

というふうに思っております。私、今、投げかけをさせていただきましたので、これがし

っかりと、その辺不平等にならないような形で調整もしていただきたいなというふうに思

っておりますので、最後にその点の意気込みだけお聞かせいただければ終わります。 

 

●玉置教育部長 

先ほど来課長も申し上げておりますように、不平等感というのは我々も当然理解をして

おります。その点につきまして、先ほど課長のほうは27年度で指定管理が終わるというこ

とも申し上げましたけども、それなら、27年度中に調整がついて28年度から不平等感がな

くなるのかと、そういう簡単なものではございませんけれども、一つの目標として指定管

理が切り替わる前には、きっちりとそういうお話もさせていただきながら、不平等感をな

るべくなくせるように進めていきたいというふうに考えております。 
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（目３文化振興費）   

○世古 明委員 

文化振興費の７番で、全市博物館構想事業ということで少しお聞かせをさせてください。

今までは伊勢まるごと博物館とか、観光雑誌のようなものを5,000部なり１万部なり発行

されとったと思うんですが、ことしの事業概要を見せていただきますと文化資産、地域資

源を発掘展示できる人の人材育成と書かれておりまして、また既存の博物館のネットワー

クを通じて情報の共有発信を行うということで、26年度では観光ガイドさんにも養成講座

をしたと思いますが、ことしについて案内ガイドというか、冊子のほうはつくらないんで

しょうか。 

 

●田辺文化振興課長 

全市博物館構想の目的でございますが、伊勢市全体を博物館としてとらえて、伊勢の文

化を伝える人材を育成してこうということでこの事業を進めております。今、委員おっし

ゃっていただきました、まるごと博物館マップという案内の地図でございますが、これも

当然、この27年度の経費の中で印刷代として盛っております。そこに上げさせていただき

ましたネットワーク会議の開催であるとか、また博物館等々の施設の職員の研修会、そう

いったものもやっていきたいということで、ここへ上げさせていただいたものでございま

す。 

 

○世古 明委員 

この中に入っているということですが、昨年は観光ガイドさん養成講座ということでさ

れて、今回も市民の方ならどなたでもいいということではないと思うんですが、ある程度

この方という想定をされとるんでしょうか。 

 

●田辺文化振興課長 

市内に、各地域に案内人さんという組織がございまして、７つほどございます。まずそ

ういったところへ向けて案内をさせていただきます。あと、各施設、15施設がこのまるご

と博物館ネットワーク会議の中に入っておりまして、その15施設のほうから、ふだんから

いろいろと施設に興味を持っておられる方に声をかけていただいて、来ていただくという

ような方法をとりたいと考えております。 

 

○世古 明委員 

この事業につきましてはかなり前からされておりまして、それを継続されておるような

形やと思うんですが、今、もう終わりましたけれど観光のところになってくると、観光で

新しい伊勢を発信していこうということと、ここは所管が違うので教育委員会になるんで

すけれど、他市へ行っても、例えば、お城なんか文化財でありながら観光資源ということ

でやられております。この文化財と観光との、これは博物館は教育の関係だからこちらへ

とか、観光とはちょっと違うというより、目的的にはこういう文化財も観光資源としても

っとＰＲをして、そのために来ていただこうということになれば、この別々という言い方
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が語弊があるも知れませんけれど、一体となって取り組んだほうが伊勢市にとって両方と

もいいように思うんですが、その辺の考えをお示しください。 

 

●田辺文化振興課長 

委員さんおっしゃられるように各施設が単体でやるのではなしに、共同というか連携を

もってというお話やと思います。まさにこのまるごと博物館のネットワーク会議、あるい

は博物館構想がそういったものでございまして、実際に会議の中でいろんな施設から出て

きていただいて、協力できるものは事業の中で協力していただいておるというようなとこ

ろでございます。 

あと、観光との結びつきでございますが、そもそも、ここでできてきました構想が教育

委員会のほうで、文化振興課のほうが今所管しておりますが、そちらのほうで上がってき

たものですので、私どもの文化振興課で１番初めに文化財ということになりますと、文化

財の保存が先になります。その次に活用ということがありまして、こういった計画になっ

ておりますけれども、全く観光と連携をとっていないというところでもございませんので、

今後とも連携をとっていきたいと思います。 

 

◎杉村定男委員長 

 辻委員。 

 

○辻 孝記委員 

この目で数点お聞かせください。まず初めに文化財保護事業の中の９番目、宮川堤保存

管理指針運営経費が新規でもられております。この中身についてまずお聞かせください。 

 

●田辺文化振興課長 

宮川堤保存管理指針運営経費でございます。昨年度、宮川堤の保存管理指針というのを、

昨年度と申しますか、この26年度にもうすぐですができ上がってまいります。それのでき

上がった後、今度は、それぞれの宮川堤に関わる団体さんにいろんな役割をお願いしたい

ということで、そういった指針に沿った文化財保存、保護ですね、それを進めていくにあ

たって運営委員会を設置してやっていこうというものでございます。 

 

○辻 孝記委員 

先日も宮川の堤防の関係で、改修工事が進む中で宮川の桜を植樹されたということを、

私も参加させていただきましたけれども、そういった形で、今後も宮川堤に関しましては

桜の名勝ということもありまして大事なところだと思っています。保勝会さんとか、たく

さんの方々が御協力いただいて、あそこの名勝を守っていただいている。それをまた今回

の改修工事の中で、また守っていこうとしているところでございますので、しっかりとそ

の辺の取り組みを、これからもこの事業がそれにあてはまるのかどうかわかりませんけれ

ども、取り組んでもらいたいなというふうに思っておるんですが、その辺はいかがですか。 

 

●田辺文化振興課長 
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はい、宮川の堤でございます。現在、国交省さんの工事によりまして伐採等が行われて

おります。また、この12月に補正でお認めいただきまして、危険な桜ということで、今ま

で桜の手入れ、余り行ってこなかったところですが、そういったものも手入れいたしまし

て、管理を行いやすいようにやってきておるところでございます。 

今後につきましては、指針の運営委員会が組織されますので、その中で、宮川を、これ

は名勝ということで文化財になるんですが、そちらのほうで桜をどういうふうにしてきま

しょうということを進めていくわけでございまして、この運営委員会のほうをしっかりと

やっていきたいというふうに考えております。 

 

○辻 孝記委員 

今後も、植樹もこれからもまだまだあるのかというふうに思っておりますので、しっか

り取り組みのほうお願いしたいと思います。 

次ですが、この目の中で文化活動推進事業というのが10番目にありますが、全国大会等

参加激励事業というのがございます。全国大会等へ行かれる子供たちとか、そういった激

励の金品を出したりしておるわけですが、そういった部分というのは、今、額が案外少な

いというふうに私は思っておるんですが、その辺のところ、今後の検討というのはどんな

ふうになっておるのか教えてください。 

 

●田辺文化振興課長 

これは、平成26年度から行った事業でございます。スポーツのほうには以前からござい

ましたが、文化にはなかったというところで、文化のほうでこの事業を起こしたものでご

ざいます。平成26年３月の頭で激励金のほうが10件、懸垂幕２枚ということで、この事業

のほうで使わせていただきました。当初見込んでいた数字より少し多くなったんですが、

まだまだこれに関しまして、いろんな大会に出場される、大会の種類も出てまいりますの

で、今後また、学校等にも周知しながらこの事業を進めていきたいと考えております。 

 

○辻 孝記委員 

全国大会へ行けるように頑張っている子供たちがいるということが大事だと思っており

ますので、そういった子供たちにも激励という部分を含めて、しっかりと取り組んだって

ほしいなというふうに思っています。 

先ほど世古委員から全市博物館構想の話がございました。先ほど観光等を取り組んだら

どうかというお話がございました。今、国のほう、文化庁のほうでは世界遺産ならぬ日本

遺産という制度を考えておられると、新年度、平成27年度中に取り組まれるというふうな

お話を伺っておるんです。文化庁は文化財版のクールジャパンというふうな位置づけをさ

れてやろうとしておられるんですが、その辺の把握というのはされておられますか。 

 

●田辺文化振興課長 

申しわけございません。承知しておりません。 

 

○辻 孝記委員 
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こういった取り組みも国のほうでもやられておって、それを知った自治体はしっかりと

参加の意思を表示しながらやられておられるということもあって、この伊勢の地におきま

しても、先ほど世古委員が言われたようなことも含めて、文化財版のクールジャパンとい

うことで、観光関係も含めてしっかり取り組んでいただきたいと思いますのでよろしくお

願いします。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

 品川委員。 

 

○品川幸久委員 

私、河崎商人館、ここで聞くというふうに観光の時に言わせていただきました。観光課

さんも八間道路ですか、あそこのところに大きな案内看板をつくっていただいてあるのは

よく存じております。それまでは、本当に電柱のところに、木のところにくくりつけたよ

うなやつで、「こっち」みたいなことが書かれておったと思うんですけれどね。これずっ

とこの河崎商人館の652万という指定管理料でやっておられる、私もずっと監査も会計も

見てきたんですけれど、本当に観光資源としていわれるのであれば、もうちょっとこの観

光化、例えば都市計画でもそうなんですけれど、私どもはこういうふうな事に使いたいか

ら、お宅らもこういうふうな考えでやってくださいということが、あってしかりやと思う

んですね。ただ指定管理料だけ渡しておいて、そこであんたら開館業務だけしてなとかい

うんじゃなくてね、河崎のほうはだいどこ市とか講座を開いていただいたり、春慶とかや

っておられますんでね、やっぱりそこら辺が全然足りんのかなと。ずっと指定管理でこん

だけ払ろとったら済んでいくのかな、全然伸びがないと思うんですよね。やっぱり観光行

政としては、観光はこんなん考えとる、ですからお宅らもそれを頭に置いて活動をしてく

ださい。そういうふうなことが必要なんかなと、いつもこの河崎商人館を見とって思うん

ですけれど、中でやられていることはしっかりされたことをやっとると思うんですけれど、

ただ、観光資源につながるかと言われるとですね、何かつながりが全くないような気がす

るので、そこら辺どうでしょう。 

 

●玉置教育部長 

今、品川委員のお話しを聞きまして、そのとおりだなというふうに感じさせていただき

ました。さらにこれから観光と結びつきももっと強く持って、今言われたように指定管理

に任せておるのでという、いわゆる丸投げという状況ではなく、もう少し我々も関わって、

観光の中心になるんやというぐらいの意気込みも持って取り組んでいけるように、進めて

まいりたいと思います。 

 

（目４青少年対策費）  発言なし 

 

（目５図書館費）     

○楠木宏彦委員 
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図書館費、ここでブックスタート支援事業についてお伺いをいたします。中身について

簡単に説明していただけますでしょうか。 

 

●世古口社会教育課長 

ブックスタート事業でございますが、生まれたお子様に、赤ちゃんに初めての絵本、ゼ

ロ歳児からの対象となっております絵本を２冊、専用のトートバックに入れまして、ブッ

クスタートの趣旨を記載しました小さな冊子を入れて、パックにしてあるんですが、それ

をお渡しする事業でございます。 

 

○楠木宏彦委員 

この配付について親御さんの中から、あるいは読書指導なり関わっている方々から、何

らかの意見とか感想とかございますでしょうか。 

 

●世古口社会教育課長 

意見ということでございますが、このブックスタートの事業と申しますのは、ただ単に

生まれた赤ちゃんに本を配るということではなくて、保護者と一緒に図書館へ来ていただ

いて、本の選び方でありますとか、読み方でありますとか、そういうものを説明しながら、

また赤ちゃん絵本の時間とかお話会とかという機会に来ていただきますと、そこでは読み

聞かせもさせていただいているところでございます。その中で、担当職員から聞いており

ますのは、まだ０歳のお子さんですと、私どもも経験がございますが、まだ絵本とかわか

らないのではないだろうかというふうなお母様方が、保護者の方が多いということですが、

その担当職員が読み聞かせをしますと、赤ちゃんが食いつくように絵本を見るそうです。

それを見た親御さんが、あれ、もうわかるんやな、大事なんやなという気づきの声をいた

だいた。また、直接本ではございませんが、このバックについては布製でございますので、

このバックをもって図書館の本を借りるのにとても便利やわというような声も聞かせてい

ただいているそうです。 

また最終的には、０歳からお渡しをしておりますが全員の方にお渡しすべく、１歳半健

診の場で、最終的に渡した方には母子手帳に渡したという判を押すものですから、その印

のないお子さんにつきましては、現場で図書館職員が出向きまして、またボランティアの

読み聞かせの方も来ていただいて、そこで手渡しをさせていただいているところでござい

ますが、ボランティアの方も大変喜んでいただくということで、随分時間を持っていただ

いているというようなお話は聞かせていただいております。 

 

○楠木宏彦委員 

とてもすばらしい事業だと思います。ただ家庭によって自宅にたくさん本のあるお家も

あれば、ほとんどないようなお家もある。あるいは御父兄の方々がそういうことに関して

関心の深い方、全くない方いらっしゃいますから、そういう面で、やっぱり幼少期に本を、

その年齢にふさわしい本を手に取るということは、非常に将来のためにも重要なことで、

その幼少期のディスアドバンテージをできるだけ減らしていくという、そういう意味で非

常に重要な事業だと思うんですけれども、これもう少し年齢を上げて、もうあと１回、２
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回なり、せめて保育園なり幼稚園なり３歳になるまで、そのあたりまで、拡大していただ

くようなことはできませんでしょうか。 

 

●世古口社会教育課長 

委員の御意見でございますが、午前の部でも市長のほうから伊勢市子供読書活動推進計

画に基づいて、読書好きの子供さんをたくさん育てるべく、各ステージで努力をしている

ところでございます。このブックスタートというのは生まれた赤ちゃん、一番最初の取り

組みでございまして、この後も本を直接渡すということではございませんが、図書館では

読み聞かせ、紙芝居、そういう事業も行っておりますし、幼稚園とか保育所には、希望が

あれば図書館職員が出向きまして読み聞かせをさせていただいております。小学校、中学

校にも要望がありましたら読み聞かせでありますとか、ブックトークといいまして、こう

いう本がいいんだよとか、いろんな本の御紹介をさせていただくブックトークという事業

なんかもさせていただいております。直接的に本をお渡しさせていただくのは、このブッ

クスタートだけではございますが、そのあとも段階的に事業として取り組ませていただい

ておるところでございますので、御理解賜りますようによろしくお願いいたします。 

 

○楠木宏彦委員 

午前中も市長のほうから子供の読書推進計画についての言及もいただきまして、市とし

てもずいぶんこの問題については取り組んでいただいていると思いますので、これからも

どんどん進めていただきますようによろしくお願いします。 

 

（目６生涯学習費）    

○楠木宏彦委員 

放課後子どもプラン推進事業についてですけれども、これについては私も９月の段階で、

今、市でこれをどう考えているのかについてお聞きしましたけれども、そのときまだはっ

きりとした方向が出せなかった。やはり文科省が放課後学童クラブと放課後子供教室を一

体化して進めようと、そういうふうな方向を出しているわけですけれども、市として現段

階でどこまでその方向を出しているのか、教えていただけますでしょうか。 

 

●世古口社会教育課長 

９月の決算議会でも楠木委員から御質問いただいたところですが、この平成27年４月か

ら、放課後子どもプランから放課後子ども総合プランへの移行を国のほうが示しておりま

す。その中で、今回、特に推進するようにというものでございますが、今、委員のお話の

中にもありましたが、放課後児童クラブと放課後子ども教室、それの一体型の事業、それ

について進めるようにということでございます。この一体型と申しますのは、子供さんが

学校の中から出ることなく、放課後児童クラブの子供さんも放課後子ども教室、放課後児

童クラブに入ってないお子さんというふうに御理解いただいたらいいと思いますが、その

子供さんたちが一緒になって学校の空き教室等を利用して、そういう事業をするというよ

うなものが一体型でございますが、ここについて検討をしているところでございます。 

ところが、この一体型と申しますのは、まずは国が示しておりますのは、学校の敷地内
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に放課後児童クラブがある、または隣接した場所に放課後児童クラブがあるということが、

まず最初の条件になってまいりますが、それを満たしている放課後児童クラブが伊勢市で

は８カ所でございます。その８カ所の中で、学校の空き教室が使えるとか施設が使えると

かいう部分とか、あとは放課後児童クラブのほうの協力体制もお願いをしていかないかん

ところでございますので、それを今、福祉部局、こども課と協議を重ねているところでご

ざいます。その中で、今、社会教育課として考えておりますのは、平成27年度中に、まず

この整理を関係各担当と相談をしながら、28年度に１カ所でもモデルとして一体型をまず

はさせていただきたいというふうに考えております。 

 

○楠木宏彦委員 

非常に難しい事業になってくると思うんです。福祉的な学童クラブというものと、教育

的なこういう子ども教室というのを一体にしてというふうなことなんですけれども、これ

結局、放課後の子供たちの居場所をどのように確保するかということが一番大きな問題だ

と思うんです。それをしっかりと見ながら、さらにその中でも学習も進めていけるような

状況につくっていくというか、非常に難しいことだと思うんですけれども、どうぞよろし

くお願いします。 

 

（目７生涯学習センター費） 発言なし 

 

（目８学習等供用施設費） 発言なし 

 

（目９観光文化会館費）   

○品川幸久委員 

観光文化会館の施設の補修経費についてちょっとお伺いしたいんですけれど。平成23年

度で4,560万ですか。24年度は4,560万、同じですよね。25年が6,817万円、昨年は１億934

万円で、ことしは8,185万の補修費が上がっています。それ以前に10数億かけて新たな施

設の改修もされました。こんなにお金がかかるんでびっくりしとるんですけれど、何をど

う直しておられるのかお聞かせください。 

 

●田辺文化振興課長 

観光文化会館の補修の経費でございます。平成11年から13年にかけまして大きなリニュ

ーアル工事をやりまして、その後、設備の更新ということで行ってまいりました。昨年度

は補正をお認めいただきまして、大変金額のほうが上がっていったわけなんですが、後27

年度に事業予定しておりますのが、照明器具の操作盤の更新でございます。27年で一通り

の設備の、空調機器等々の設備、あるいはスクリーン等々の更新も行ってまいりまして、

27年度で一通りの更新が終わるところでございます。経費につきましては、今まで委員さ

んおっしゃっていただきましたように高額なものがたくさんございます。観光文化会館と

いう大きな施設を維持しておりますので、こういったものの更新にはかなりお金がかかる

というところとなっております。 
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○品川幸久委員 

計画的にやられて今年度が最後ということで、来年度の計上というのはもう少ないとい

うふうに見ていいわけですね。 

 

●田辺文化振興課長 

今年度お願いする経費の中に調査経費がございます。電気設備が地下にございます。そ

ういったものが台風といいますか、大雨のたびに浸水直前までいったりというようなこと

もございまして、本来、地下にあるべきものではないのかなというところで、そういった

ものも調査いただいて、移すべき場所を検討したいということは27年度の予算に上げさせ

ていただいております。また、外周に側溝がございます。この側溝も割れておりまして、

この側溝から水が漏れとるというようなこともございますので、そういったものも27年度

で調査を行って、どういった形の補修がいいかというところで、また補修計画を立ててい

きたいということで、今年度27年度のほうに予算を上げさせていただいております。 

 

○品川幸久委員 

今回終わると聞いて次は電気設備や、電気設備やったらもう莫大なお金がかかってくる

と思うんですけれども、なぜここへ来る前に建てかえのほう、本来ならこれもう何億って

金かかっとるわけですよね。委託費として4,000万で、５年経ったら２億かかるわけでね。

そんなことを考えるとね、一回休憩しておいて休んどる間に建て直したほうが、ずっと補

修、補修で長いこと長寿命化するのも一つの方法やと思いますけど、公設マネジメントで

いくと、バサッと建てかえたほうがよかったんかと思うところもあります。大改修で10何

億かけたことを考えればですね。 

そこら辺で今ちょっと数字だけ聞かせてもらって、今後もずっと続きますというのでび

っくりしておるんですけれど、そこら辺ちょっとどういうお考えなんか、やってしもたも

んで直さないかんでずっと続くというのか、非常に心配しております。そこら辺どうでし

ょうかね。 

 

●玉置教育部長 

これも非常に苦しい答弁となります。今、委員おっしゃっていただいたように、ここま

でお金をかけてきて、ここでつぶすというのはなかなか難しいかなというふうに正直思っ

ております。ただ、直したところがまた、15年20年たってきたでもう一回またということ

で、負のサイクルというのが起こっておるようにも思っておりますので、今いただいた御

意見含めまして、どこかでもしかしますとピリオドを打つというようなことも出てくるか

もわかりませんので、そのあたり再検討もさせていただきたいというふうに考えておりま

す。 

 

◎杉村定男委員長 

他にございませんか。 

審査の途中ですが、10分間休憩いたします。 
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休憩 午後１時59分 

再開 午後２時08分 

 

◎杉村定男委員長 

休憩前に引き続き審査を続けます。 

休憩前に目９観光文化会館費の審査を終わっております。 

次に項６保健体育費、目１保健体育総務費について御審査をお願いいたします。 

 

≪項６保健体育費≫（目１保健体育総務費） 発言なし 

 

（目２学校保健費） 発言なし 

 

（目３学校給食費）    

○山本正一委員 

学校給食の件でちょっとお尋ねしたいとこのように思います。この議会で冒頭、始まり

ます前に、本会議場で同僚議員がこの小学校の給食の問題で一般質問いたしました。これ

はどういう内容かと申しますと、異物混入と、こういうような質問したんですが、これも

我々も全く知りませんでしたし、当然、議会には、恐らく教育民生委員にも報告がなかっ

たと思うんですが、これはどういう経緯で、その後、同僚議員が質問した後、次の日に一

部新聞に出ました。その中でも２回目も異物混入があったと、こういうことなんですが、

そこら辺の経過をちょっと教えていただいたらありがたいかなと、このように思います。 

 

●玉置教育部長 

この異物混入の件では大変、御心配、御迷惑をおかけしまして申し訳ございません。本

会議場でも教育長のほうから、子供たち、また保護者の方に御迷惑をかけたということで、

おわびも申し上げたところなんですけれども、２月の初めに、異物混入というのがござい

まして、それが２日続けてありました。ただ今まで、それがたまたま同一学校でございま

して、一つの学校でいわゆる被害が終わった場合は、その学校で保護者の方におわびの文、

また経緯ついて御報告申し上げるのが今までのやり方でございました。今回の場合もたま

たま２日続けてではございましたけれども、同じ学校であったということで、学校のほう

から二日とも経緯について、またおわびについて文章をお出ししたということでございま

したので、その件につきましては教育委員会として別に発表するというようなことはして

おりませんでしたので、先日御質問いただいたときに経緯のほうも御報告申し上げたとい

うような結果でございます。 

 

○山本正一委員 

まあ、文書でおわび、いわゆる小学校へ通学しておる保護者の方へおわびを出したとい

うことなんですが、これ続けて２回ということなんで、これ当然一般論からしても、こう

いうことがあったんやということはまず当然市長にも報告をし、議長にも報告をして、教

育民生委員会の委員長、副委員長には、やっぱりこういうことがありましたと、こういう
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ような報告がなされやんだということが、ひいては危機管理、いわゆる危機管理がちょっ

とずれてきとるんと違うかなと。そういうことまで頭に浮かばんだんか、もうこんなこと

はもうこれでいいんやと、言わんでいいんやと言うことなんか、どうやろな。 

 

●玉置教育部長 

 危機管理の面で今も委員のほうから指摘ございました。正直申し上げまして、私ども明

らかな判断ミスであったというふうに私も感じております。先ほど申し上げましたように、

一つの学校だけの被害で終わったということで、市民の方に知らせる必要もないのかなと

いう部分もございまして、まず教育委員会としての発表は控えておったわけなんですけれ

ども、その前に委員おっしゃっていただいたように、まず正副市長、それから正副議長、

それから正副委員長に、まずはお知らせをしておくべきであったというふうに反省をして

おります。 

 

○山本正一委員 

議員の子供がそこへ行っとったと、小学校へたまたま行っとったもんで知ったと、こう

いうことなんさな。そやでこれ本当にその件で、恐らくそれがなかったら誰も知らんだと

思うんさ、誰も知らんだと。ところがこれが大きな問題に発展しとったときに、誰が責任

とるんかな。それが一番大事やと思うんや。そのことについて市長も報告受けとったんか

な。ちょっと市長のほうから。 

 

●鈴木市長 

今回の件につきましては、先ほど部長からもお話させていただきました。保護者の方に

はおわびと経過を説明させていただいたところでありまして、私のほうには今回のことに

ついては報告がなかったわけでありますが、先般の交通事故の案件であるだとか、インフ

ルエンザの学級閉鎖の案件だとか、そういったことは随時報告を受けております。 

 

○山本正一委員 

最後にしますが、やっぱりこういうことのないようにせんと、最終的な責任は市長がと

らなならんと思うんですよ、市長がとらないかんと思う。それはあなたの責任で、どなた

の責任か知らんけどもこれでええやろと、まさに危機管理がなっとらんと思うんですよ。

そういうことは重々あれをして物事に当たってほしいなと、このように思いますので、一

つ慎重によろしくお願いします。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

 副委員長。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

 中学校給食の共同調理場の関係について少しお尋ねをさせていただきたいと思います。

皆さん御存じのとおり、今まで自校方式でやってきました。旧町村、小俣・二見・御薗の
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中学校給食が、旧伊勢市の共同調理場の給食体制となります。伺っておりますのは、この

夏休みの最中に工事をして、また９月から、夏休みが終わったら皆が共同調理場の御飯を

ということで伺っておりますけれども、これまでも共同調理場方式ということで、これま

で丁寧に進めてきてくださいということでいろいろと進めていっていただいた中にも、先

日は説明会をしていただいり、試食会をしていただいたりというふうなことで、一部丁寧

さにかけるところもありましたけれども、順次そのような形で進めてきていただいておる

とは思います。夏休み中に工事をすると伺っておるんですけれども、聞くところによりま

すと、夏休みの少し前から工事に入らないとというふうなことで、何か、時間がちょっと

延びるような感じのことを伺っておるんですけれども、その辺の確認をまずさせていただ

きたいと思います。 

 

●玉置教育部長 

共同調理場への移行ということで、三つの中学校の方々に説明は一応終わらせていただ

いたと。あとは試食会もさせていただきました。今、副委員長おっしゃっていただいたよ

うに、工事の関係でございますけれども、８月27日というのがいわゆる夏休み明けという、

今１番早い学校でございますけども、この８月27日から給食が始まってくるということが

ございます。逆算してきますと、７月10日には工事を始めないと間に合わないようなこと

になってきておりますので、７月10日金曜日だったと思うんですけれども、次の週から、

月曜日から金曜日まで５日間につきましては、保護者の方にお弁当というようなことをお

願いしなければならないという状況が出てくるかなというふうに今考えております。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

５日間程度、お弁当をということですけれども、それは小俣・二見・御薗の、これから

共同調理場方式になるところの工事にかかるものなのか、それとも全体的な共同調理場の

ほうの改修にも影響しているのか、その辺の対象はどのような形になっているのでしょう

か。 

 

●玉置教育部長 

工事でございますけれども、三つの中学校だけではなく共同調理場自体も釜のすえ、増

設といいますのがございますので、共同調理場も止めなくてはならないと。こちらのほう

も７月10日で一旦止めて工事にかかるということになってまいりますので、今、中学校給

食を配給しております、各学校、中学校ですけれども、中学校に対しましても、中学校の

保護者に対してもお弁当をお願いするというようなかっこうになってくるというふうに考

えております。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

工期の関係でそういう形ですけども、できれば、その工期短縮、できれば何とかお弁当

を持ってこなくてもいいような対応をとってもらいたいと思いますし、どうしてもそうい

う形であれば保護者の皆さん、また生徒さん等にもしっかりと、全中学生ということであ

りますので、周知のほうお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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（目４体育振興費）    

○浜口和久委員 

 ここの部分で少しお尋ねをさせていただきます。ここの節の 21 番貸付金というのがあ

るんです。この大事業をずっと見渡しましても貸付金というのがどこで使われているのか

というのがちょっとあれなので、教えていただけますでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 貸付金につきましては小俣総合型スポーツクラブ、それから二見総合型スポーツクラブ

の２クラブが利用しております「スポーツ振興くじ」toto といいますが、そちらの助成

金の支払いまでの間、資金不足が生じる恐れがありますので、一時的にお金のほうを貸し

付けさせていただくものでございます。 

 

○浜口和久委員 

 toto くじの支払いといいますと、何かありましたよね。26 年かな、補正か何かであっ

たと思うんですけれども、何か概算で最初２分の１はいただけるんやけれども、残りの部

分ですよね、その部分を年度をまたいで支払われるということですので、運営費が足りな

くなるという形でよろしいですか。そういった中で市のほうがその分をちょっと貸してく

れるというふうな部分で、市のほうでは他の費目の中で、例えば言いますと集会所の補助

金とか、合併浄化槽の部分とか、そういった部分で、あれは補助金やもんでちょっと性質

が違うんかなと思いますんやけれども、そこら辺、全部支払いが終わってから、後から補

助金というふうな部分と違って、ここでまあ、言ったらかゆいところに手が届くような形

で、市のほうが手厚く貸付をしていただいているのかなというふうな形で思われます。 

本当にありがたいことだと思っておりますが、ここの総合型地域スポーツクラブ育成事業

の中で、推進計画の中で 25 年度の決算のときに確か７クラブぐらいで 2,500 だったか

2,700 だったか、それくらいの今、人数やったというふうに聞いておりますけれども、今

現在の現状だけちょっと教えていただけますでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 クラブ数につきましては、変わりなく７クラブでございます。会員数につきましても、

若干減ってはおるんですが、約 2,600 名の会員がおります。それであと、現在、有緝学区

におきまして設立に向けて取り組んでいただいておりまして、それができますと８クラブ

というふうになります。 

 

○浜口和久委員 

 鋭意、努力していただいておるということで、ここにですね、隣、山根委員がちょうど

次、質問何かがあるんやと思いますけれども、スポーツ推進計画という計画書を持ってき

ていただいて、その中身をちょっと見させていただきますと、平成 28 年度でクラブ数を

９、要は全中学校区に設立というふうな形になろうかなと思うんですが、会員数 3,300 人

を目指してという形で数値目標を掲げていただいております。今年は８クラブになる予定
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というふうな部分でありますので、今後の育成についての考え方ですね、それをちょっと

御披露願えましたらありがたいと思いますが。 

 

●濱口スポーツ課長 

 スポーツ推進計画で９クラブということを目標に掲げさせていただいております。総合

型スポーツクラブにつきましては、受益者負担ということで自主運営が基本となります。

会費を払っていただいて会員になっていただくわけなんですが、そのように会費を払って、

負担しても参加したくなるような魅力ある内容をつくっていただけるよう、こちらのほう

といたしましては、各クラブのほうに努力していただくようお願いをさせていただいてい

るところでございます。 

 今後につきましては、ＰＲも含めまして既設クラブ間同士の連携を図りまして、教室の

合同開催、それから大学などと連携しました事業を実施して、様々な資源のほうを最大限

に活用させていただいて、ＰＲに努めて総合型地域スポーツクラブの育成に取り組んでい

きたいというふうに考えております。 

 

○浜口和久委員 

 お金を払っても参加したくなるというような運営を目指していると。他のクラブ同士の

連携、合同開催ですか。それと、今ちょっと、これは新しい取り組みなんですかね、大学

という言葉が出てきたんですけれども、大学との連携というんですか。そこら辺の部分に

ついて、何か具体的に今計画されておりますか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 平成 27 年度につきましては、皇學館大学さんのほうと連携いたしまして、子供たちを

対象としたスポーツ教室のほうを実施したいというふうに考えております。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

山根委員。 

 

○山根隆司委員 

 私もこの項で、浜口委員から質問があった中で、ちょっと全般的に生涯スポーツ推進事

業というところでお聞きいたします。伊勢市におけるスポーツの推進事業についてという

ことで、このスポーツ推進計画が出ているわけなのでございますが、生涯スポーツ活動の

充実ということを目標に掲げております。それらの目標に対して実現するためには、どの

ような事業をやっていくのか、展開していくか、予定しているのか、ちょっとお尋ねいた

します。 

 

●濱口スポーツ課長 

 スポーツ課といたしましては、一市民一スポーツを目的に、市民スポーツ行事のほうに

つきましてスポーツ推進委員さん、それからレクリエーション協会さんのほうに業務を委
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託する予定でございます。具体的には、市民全体を対象といたしまして、スポーツフェス

ティバル、それから市民ダンスフェスティバル、それからふれあいウォーキング、軽スポ

ーツを中心といたしましたスポーツ教室など、お年寄りからお子様まで幅広く参加できる

ものを選んで実施したいというふうに考えております。 

 

○山根隆司委員 

 今、そういう御答弁がありましたけれど、現実に、成人を対象とした中で、スポーツの

実施というのは穏やかだが伸びとるということも、傾向としてあるとは報告されておりま

すが、以前、野崎議員から予算特別委員会の場だったと思いますけれども、確か高校を卒

業して一般社会人になってスポーツをする機会というのか、もうやめてしまう人が非常に

多いというような形の統計があるという質問があったと思っております。私自身も本当に

体を動かすこと、スポーツする機会もありません。このスポーツ推進計画の基本理念とい

うのがこの１ページ目に書いてあるわけなんでございますが、市民の誰もがいつでもどこ

でもいつまでもというキャッチフレーズで、手軽にスポーツを楽しめるという生涯スポー

ツ社会の実現についてということで記載されております。これについても、本当に言葉は

そうなんでございますが、実際どのような形で取り組んで、実施していくか、考え方だけ

ちょっとお聞かせください。 

 

●濱口スポーツ課長 

 委員御指摘のように進学、それから就職を機にスポーツをやめてしまう方、それからス

ポーツをしたいんだけれども仕事や子育てなどによりまして、継続してスポーツに取り組

めないという方がいるというのは承知しております。そんな中、地域ではスポーツ推進委

員さんを中心といたしまして、町民運動会とかグラウンドゴルフ大会など、いろいろやっ

ていただいております。それから総合型地域スポーツクラブにつきましても、クラブの会

員以外でも参加していただいて、ＰＲを兼ねてなんですが、そういった軽スポーツ教室を

実施していただいております。そういったメニューの中で、子育て世代の方も、子供と一

緒に子育て世代の方が参加できるような事業を計画しておりますが、現状といたしまして

は、なかなか参加していただけない状況にあるということは認識しております。 

 

○山根隆司委員 

 子供と一緒にできるスポーツというのは本当に数少ないかなというふうに考えられます。

自分が何のスポーツができるのかというのも人によっていろいろ違うのでありますが、文

部科学省の調査の中で、三重県のいなべ市さんの報告書の中で、医療費の削減の効果が出

たと報告されております。その中で、レセプト上で国民医療費の削減額が 4,600 万円とい

うデータが記載されておりました。スポーツをすることは非常によいし、生活習慣病予防

という形でメタボ等にも効果があるのかと思います。伊勢市でもメタボを何とかというの

があって、前市長さんのときにあった記憶があるんでございますが、一人でも多くの市民

の皆さんが運動する機会というのが、できる方法とか、市を挙げてどういう方法があるん

か、検討することがあるんか、そのあたりだけ最後にお答えください。 
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●濱口スポーツ課長 

 御紹介いただきましたいなべ市の事例も研究しながら、スポーツ課として取り組めるこ

とにつきまして研究したいというふうに考えております。 

 

○山根隆司委員 

 検討してくれるということで、ありがとうございます。いろんな形で皆さんが参加でき

るようにお願いしたいと思います。 

 その次に、全国大会参加の激励金についてお伺いします。野球で甲子園に行ったり、サ

ッカーとかいろんな形で競技スポーツがある中で、小中高、大学といろんな形がある中で、

過去にもこの大会種目によっていくら出すんかという中で議論がされとる中で、先だって

のサッカーの件でもなかなか金額が、明確な金額がない中で決めとったのかなというふう

な感覚を持っております。今後の課題として、いち早く、そういう奨励金の出し方にして

も、激励金の出し方にしても決めていきたいということでお話があったと思います。その

点も含めた中で、この激励金に対しましてどこまで整理できとるのか、どのスポーツの全

国大会までが当てはまるのか、現在の状況だけお聞かせください。 

 

●濱口スポーツ課長 

 激励金につきましては、26 年度に激励金の交付要綱というものを作成させていただき

ました。基本的には県、東海ブロックの予選を勝ち抜いて全国大会に出られた方、そうい

った方に対して出すということで要綱を決めさせていただきました。それから御指摘のご

ざいました高校のサッカーとか甲子園の関係なんですが、今回、宇治山田商業さんのほう

に激励金をお支払いさせていただいたんですが、学校の全体でバスを出したりとか、そう

いったことがあるということで、その辺を加味しながらサッカーのほうは支出をさせてい

ただきました。団体で甲子園とかサッカーにつきまして、じゃあこの競技はいくらとかい

うふうなことは決めておりませんが、団体で行くところは決めていないんですけれども、

激励金につきましては、人数とか種目によって異なりますが、１万円から、また団体競技

につきましては金額のほうを参加人数に応じまして金額が変わるのでございますが、基本

的には１万円、それから 7,000 円から１万円の間というふうに支給をさせていただいてお

ります。 

 

○山根隆司委員 

 基本的には１万円ということでございますけれども、競技スポーツによって、団体スポ

ーツによって、それは当然レギュラーの人数の数も違えば、種目によって活動の人数も違

うと思います。その点も含めた中で、ある程度一定の規約というところまではいかなくて

もいいのかもわからんけども、公平性が出るような形で、全国大会で市として名を売って

くれることについてやってくれとるわけでございます。地元の伊勢の学校の生徒が出てい

く中でございますので、ぜひ、手厚い支援のほうだけ検討してください。以上で終わって

おきます。 

 

◎杉村定男委員長 
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 山本委員。 

 

○山本正一委員 

 ３番総合型地域スポーツクラブ育成事業についてお尋ねしたいなと、このように思いま

す。今これ、地域ということなんでおそらく小学校区だと思うんですが、今、有緝学区

等々もこの話でなんとかしていこうと、こういうことで動いとるんですが、一番の問題な

のは、このお金をいただいて、先ほど浜口委員からの質問で答弁があったように、お金を

いただいて自主運営をしていくと、こういうことなんですが、お金も 1,000 円か、100 円

か、300 円とそれくらいのわずかなお金なんですが、これをずっと考えておりますと、ま

ちづくりみらい会議と、この整合性というのか、どういう形でまちづくりみらい会議とこ

の総合型地域スポーツクラブ育成事業が一緒にドッキングしてやっていくんか、別々の話

なんか、ちょっとそこら辺の考え方をお尋ねをまずしたいなと思います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 総合型地域クラブもみらい会議も、地域コミュニティの再生という役割は持っておりま

す。しかしながら総合型クラブというのが生涯スポーツの振興、生涯スポーツを通じて地

域づくり、中身は似ているんですが、視点につきましては総合型のクラブで生涯スポーツ、

体を動かしていっていただこうというところが大きな役割というふうに認識しております。 

 

○山本正一委員 

 それはわかるんですが、地区みらい会議の中でも地域で一緒にこういうようないろんな

形でしていこうと、これから動いていますよね。私が一番問題提起したいのは、地区みら

い会議もゆくゆくはお金が出てくると。お金を市役所からいただくと。今度のこれも今、

759 万 5,000 円、これ付いていますわね。話を聞いておりますと大体 50 万か 60 万くらい

各地域へお金が下りてくるんやと。こういうことになってくると、非常にそれは当初つく

っていくときにはお金も要るかもわらんけれども、これが延々ということになってくると

二階建てのような気がするんですわ。 

 一方、地区みらい会議にお金を出していて、またその中にあるこの総合型のスポーツク

ラブにもまた金が出ていくと、こんな形になってきたら、僕もその会議にちょっと入っと

るんで、役所もこれ二階建てでずっといくんやったら、これ大変なことに、いつかは切ら

れるやろなと、このように思とるんですが、進める人らは、これはいいことなんですよ、

進める人らは役所からも予算が入るのでと、こういうような話もしとるんですが、未来永

劫予算があるもんなんか、どうなんやろな。 

 

●濱口スポーツ課長 

 総合型の運営の負担金のお話だと思いますが、こちらにつきましては、現在７つの地区

でやっていただいております。これでこの後、有緝ができあがれば８つとなるわけなんで

すが、全てのところが出てくれば、みらい会議とかぶってくるところもあると思いますの

で、その時には市全体として議論をまたさせていただく形にはなると思いますが、今のと

ころ全ての地域に総合型のほうができておりませんので、各総合型に対して支払いのほう
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をとりたいというふうに考えております。 

 

○山本正一委員 

 今こう進めて一緒にやっていこうと、こういう人はやっぱり予算が入るんやで負担も少

ないということなんですが、それが入ってこなくなったときには自主運営をしていかなな

らんので、1,000 円いただいとるやつが 2,000 円になり、300 円が 600 円になりというこ

とになってくると、余計悪い結果になってこないのかな。そこら辺の予算を出すときにい

ろんなことで練りながら話をしていかんと、未来永劫あるような話をしとってもこれはい

かんと思うんさ。そうするとあなたらが、もう全部が、各地区、７地区が立ち上がってき

たんやというときには、この予算はもうありませんよということか、はっきりしたらんと、

あるもんやと思って予算組んでやっとると大変なことになりますよね。今度はもう、特に

お金をいただいてスポーツをしていこうとか、生け花をしていこうとか、いろんなことを

していくわけやで、そこら辺を慎重にやってかないと、今、市が出してくれるでええんや

と。安くして、これをつくっていったら予算を 40 万も 50 万もくれるんやと、こういうこ

となんやで、ちょっとそこら辺の答弁だけお願いしたいと思います。 

 

●玉置教育部長 

 今、山本委員から御心配をいただいております。〔「心配しとんのや」と呼ぶものあり〕

ありがとうございます。そこまで正直まだ、我々、頭にございませんでしたけれども、こ

の総合型につきましては、例えば先ほど言わさせてもらって、27 年度には有緝小学校区

がと言わさせてもらいましたけれど、一応中学校区ということで、中心的な動きは中学校

区でやっておりますので、全小学校区にできるというのは随分先の話になるのかなと思っ

ております。現在、大体中学校区ということで進めておりますけれども、有緝につきまし

ては小学校区でやっていただくわけなんですけれども、その点も含めまして、もう少し時

間もちょうだいして、今、委員の御心配いただいておる部分も考えていきながら、また市

民交流課とも打合せもさせていただきたいなというふうに考えておりますので、御理解い

ただきたいと思います。 

 

○山本正一委員 

 もう最後にはしますけれども、やっぱりこういう市民に進めていただくのに、いいこと

ばかり言ってずっと進めると、途中でこけるというようなこともなきにしもあらずだと、

こういうこともあり得るんだという話をしておかないと、そのつもりでずっとこう寄って

きた、そうしたら途中でこけたと。何もないんやという話になってもいかんので、こうい

う予算付けをしたり、今、僕は小学校区やと思とったんですが、地域で、今もう五十鈴の

ほうもできとるという話を聞いておりますので、中学校区だとまたちょっと小さくなって

くるし、小学校区やったら大きくなると、こういうことなんで、予算も大変やなと思とっ

たんですが。ところが今、話を聞いておりますとそういう限りでもないということなんで、

しかし付けるときにはもっと慎重に、新しい事業やったらちゃんと説明をしながら、今当

初はというような話もしておかないと、いいわいいわでやっとると大変なことになっても

いかんので。もうこのことで寝られへんだもんで、ちょっと質問させていただきました。
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よろしくお願いします。 

 

◎杉村定男委員 

 他にございませんか。 

辻委員。 

 

○辻 孝記委員 

 少し聞かせてもらいたいと思います。先ほど山根委員からも全国スポーツ大会の参加の

関係の費用が少ないという話もありました。それから、最後のところに国体の大会の準備

経費というのが盛られております。そういったところも含めてなんですが、先にちょっと

国体の準備経費の具体的な中身をまずお聞かせ願えますでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 国体準備経費の中身でございますが、来年度は中央団体の視察がございます。それに伴

いまして会場地となります県の施設、そういったところを借りますのでその使用料。それ

から来年度は和歌山県で国体が開催されますのでそちらの現地視察、その費用でございま

す。 

 

○辻 孝記委員 

 今回、中央から来るということと、それから和歌山へ行かれるというお話で 300 万盛ら

れているということでございます。以前も、国体が三重県で行われるということで、一般

質問等もさせていただいて、教育長からも前回の三重国体のことも含めてお話を聞かせて

もらいました。今回、こういった形で準備される。その前には高校総体等も当然あるわけ

でございますので、そういった部分も含めてですが、こういった国体の名を借りて調査で

きるのかなと思っておるんですが、そのところはどのように考えておられますか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 高校総体につきましては平成 30 年度、それから国民体育大会は 33 年度ということで、

両方とも規模の大きい大会でございます。まず大きな大会、国民大会を見せていただいて

大会の運営の仕方、それからそれに対して来場者もたくさんまいりますので、そういった

方のおもてなしの仕方、そういったところを視察をさせていただきたいというふうに考え

ております。 

 

○辻 孝記委員 

 要するに全国大会が地元であるということは嬉しい話です。当然、全国大会、毎年こう

やって行われておるわけで、当然、競技の中でがんばってみえる人が参加されるという形

になりますので、そういった支援というのもしっかりとやっていただかないかん。特に子

供たちが、特に高校総体とか国体に参加できるとなれば、しっかりその辺の支援をお願い

したいということをお願いしておきたいと思います。そういった部分では、今回の、先ほ

ど山根委員が言われたような激励金の関係とかは少ないなという気がするわけですね。が
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んばりたいなという思いになるような形のものをつくっていただきたいと思うんですが、

その辺はいかがでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 国体に向けて子供たちの競技力に対する意欲を育てていくためにも、激励金のほうも考

えなければいけないと思うんですけれども、そういった子供たちががんばれるような環境

づくり、まず指導者の育成、そういったことにも力を入れていきたいというふうに思って

おりますので、全国大会へいく子への激励金だけではなく、周りを取り囲む体制づくりの

ほうへ力を入れていければなというふうに今は思っております。 

 

○辻 孝記委員 

 当然、環境も必要だろうというふうに思います。環境ということを考えますと、今度

2020 年には東京でオリンピックがあるわけでございますので、国ではオリンピック目が

けてスポーツ庁をつくっていこうという方向になっているかというふうに聞いております。

そういった部分から考えても、この三重県、伊勢市におきましても、そういったところに、

オリンピック目指して頑張れるような形のところというのは、今、どのようなお考えで進

められておられるのか聞かせてもらって終わりたいと思います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 伊勢市におきまして、競技スポーツにどのように力を入れておるのかという質問だと思

います。競技スポーツにつきましては、体育協会さんで各種目の競技の大会、それを初め

まして、来年度につきましては選手育成ということで指導者の研修会に参加される方もお

ります。そういった方への負担金。それから後、大会を開催するとなりますと、今までで

したらその競技をやっている者であれば審判はできたのでございますが、最近では公認の

審判資格というのも必要になってまいりました。そういった方の数も揃えなければいけな

いというところもございまして、そういったところの審判の資格取得の負担金も体育協会

さんのほうで、こちらから負担金を出させていただいて、そういった講習会へ出て行く方

に負担をさせていただくと。 

 それから、オリンピックを目指してどのような取り組みというところなんですが、なか

なか選手をつくっていくというのは難しゅうございます。そういった体育協会の中でもい

ろんな取り組みもされておるというふうには聞いておりますので、そういった中で、子供

たちがまずその競技を好きになって、競技を好きになったことによってもうちょっと興味

を持っていく。どうやってやったら強くなっていくかなという、自分で考えて競技に取り

組んでいただければ、後々には全国クラスの選手、またオリンピック選手というのも出て

くるんじゃないかなというふうに期待をしているところでございます。 

 

◎杉村定男委員長 

 審査の途中ですが、先ほど申し上げましたとおり、ここで東日本大震災による犠牲者の

御冥福をお祈りし、１分間の黙祷を奉げたいと思います。委員並びに当局の皆様方の御起

立をお願いいたします。 
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（一同起立） 

◎杉村定男委員長 

 大きな被害となった東日本大震災から４年が経過しようとしています。お亡くなりにな

りました方々に哀悼の意を表するために、ただいまから１分間の黙祷を奉げます。黙祷。 

 

（黙祷） 

 

◎杉村定男委員長 

 黙祷を終わります。御着席ください。 

 

（一同着席） 

 

◎杉村定男委員長 

 それでは審査を続けます。 

 御発言はありませんか。 

品川委員。 

 

○品川幸久委員 

 私もこの参加の激励金のところも一つ聞かせていただきたいんですけれど。先ほどサッ

カーとか野球、バスなどを出すところは手厚く出るような話になっておると、そういうふ

うに理解をしたんですけれども、平均でいくと 7,000 円から 10,000 円ということやった

と思います。前のときも聞かせていただいたんですけれど、これがもし、例えば公立高校、

この間は山商でしたよね。私立高校だったらどうなのかとか、そこら辺の精査も全部して

いただきたいというようなお話をさせていただいたんですけれど、そこら辺はどうですか。

例えば、伊勢学園さんなんかは毎年のように全国大会、ソフトボールで出ていますよね。

そこがバスを出すと言ったら、じゃあそのバスも同じように出されるんですか。今の話で

あったらそういうふうにしか理解できなかったんですけれども、教えていただきたいと思

います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 ただいまの御質問、伊勢学園さん、私立高校のソフトボール部が全国大会に行った場合

ということで、今までも宇治山田商業のサッカー、それから野球等ございました。それの

基準といたしましては、学校を挙げて選手以外に生徒さんも一緒に応援に行くというよう

な事情をいろいろ聞かせていただいた結果、今回出させていただいております。ですので

伊勢学園さんも、伊勢学園さんに固執するわけではないんですが、学校を挙げて応援バス

を出すんやというようなことであれば、協力をさせていただきたいなというふうに考えて

おります。 

 

○品川幸久委員 
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 学校を挙げてということで、皇學館も春の高校バレーに行くかもわかりませんしね、そ

れを、そこら辺が、一つここで聞きたいんですけれども、これは行った子が申し込むんで

すか。激励金に関しては。私全国大会に行ったでと。だからこういう方法を知らなかった

らわからないわけですよね。学校に全部周知をしてあったら、先ほど言われた学校を挙げ

て行くよと言ったら、こういうものがあるよということをね。こちらから聞き取りに行か

なくても向こうがわかっておればいいことなんで、それで申し込んでくださいとよという

のか、知らなかったら知らなかったということで終わっていくのか、そこら辺だけちょっ

と聞きたいです。 

 

●濱口スポーツ課長 

 委員の御質問は激励金の支給ということでお答えをさせていただきたいと思います。 

激励金の支給につきましては学校のほう、選手、個人から出てくる場合もございます。そ

れから父兄から出てくる場合、それからクラブ顧問を通じて出てくる場合と、大体その３

パターンでございます。学生さんにつきましては。それから一般の方につきましては、口

コミで周知がだいぶ広がっていっているのかなというふうにも思います。それから市のホ

ームページでも御紹介をさせていただいておりまして、今年なんですが、参考までに３月

現在約 140 件、昨年が 110 件でしたので、ちょっと数も増えているというふうな状況でご

ざいます。 

 

○品川幸久委員 

 もう周知されとるというのなら、それで納得しておきます。 

 もう一つ、学校体育活動推進事業のところで、中学校費のところで聞いてもよかったん

ですけれども、学校のクラブ活動ですよね。先ほど、指導者の育成であるとか、子供たち

がスポーツを好きになって国体や全国やというようなすばらしい御答弁をいただいたので

すけれども、学校のクラブ活動は最近、僕らの時代はもっと遅くまでクラブをやっとった

んですけれども、夕方暗くなったら帰ってねというようなことで、授業が終わって体育着

に着替えたとたんもう帰らないかんような状況がたくさんあるんですよね。それで本当に

クラブが強くなるんかというと、全く意味が、先ほど言われた指導者は育てなあかんわ、

それで好きになってといって、そこら辺がもう全然合わないので、ちょっとわかるように

説明してください。 

 

●松村学校教育課副参事 

 学校の部活動の活動の時間帯でございますけれども、多くの中学校では日没の時間帯に

合わせて活動時間を設定しておるのが現状でございます。下校時の安全ということもあり

ますので、日没後、暗くなるまでには下校できるようにということで、特に 12 月のころ

になりますと委員がおっしゃったように、なかなか放課後の活動時間が取れないというよ

うなのが現状ではございますけれども、１月になってまいりまして日差しが伸びるように

なってまいりますと、それに合わせてこまめに時間帯を調整して、できるだけ多くの活動

時間が取れるように調整をされておるところでございます。 
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○品川幸久委員 

 それでは、今日は何時に終わるのでしょうかね。もう、子供たちは夕方、クラブを終わ

って帰ってくるんですけれども。４時、５時になるともう帰らないかんですよね。今、そ

れによって調整されとると言われましたけれども、今の３月でもけっこう早いですよ。そ

れは承知されておりますか。 

 

●松村学校教育課副参事 

 個々の学校の細かい下校時刻は今ちょっとここでは、私のほうでは細かく把握はしてお

りませんけれども、３月になりますと５時以降で日没もだいぶ延びてきますので、そのよ

うな時間帯で下校時刻は５時くらいに定められているのではないかというふうに思ってい

るのですけれども、ちょっとそれは不確かなことでございます。 

 

○品川幸久委員 

 三重国体もあることなんで、それこそ今の子供たちが国体の選手になるということです

よね。だから、片や強化と言いながら、学校のほうでもう暗いで帰ってくれとか、子供た

ちはけっこう練習したいという子はたくさんいるんですよね。そこら辺もちょっと考えて

みていただきたいなと思うのと、学校のクラブが中学校へ行ってあるところとないところ

がありますよね。先ほど指導者の育成というようなことを言われたのですけれども、行き

たくても学校にないと。ということはもう、スポーツ別居をしなければいかんようなこと

ですよね。子供たちがやりたかったら。それは市は望んでいないというようなことでね。 

内緒でいろいろされとる方もたくさんお見えになると思うんですけれどもね。それを今、

とやかく言う気はないですけれども、やはりそこら辺で、どういう基準でもってクラブを

決めておるのか。例えば宮中のサッカー部さんは、長いこと親御さんらがシールを貼って、

宮中にサッカー部をといってやっていましたよね。あれは学校の校長が、うちはこのクラ

ブをつくっていいのかというのか、教育委員会が割り振っとるのか、僕はそこら辺がちょ

っとわからないので。普通ね、みんなが同じだけクラブがあったらいいですけれども、例

えば小俣さんはバドミントンは強いけれども、今、子供らと一緒にバスケットをしとるん

ですけれども、子供らは小俣中学校はバスケット部がないわけですよね。それで、させて

くださいといって教育委員会へ行ったけれどもだめやったと。それはどこでどういうふう

にして決められるのか、私よくわからないんですけれども。ちょっとわかれば教えていた

だきたい。 

 

●松村学校教育課副参事 

 部活動の設置についてでございますけれども、学校の規模にもよりますし、それから、

そうしますと生徒の人数、あるいは教職員の数もそれぞれが異なってまいりますので、一

律に全てのクラブが全ての学校にというようなのがないのが現状でございます。クラブの

設置につきましても、教育委員会で何か申し上げるというようなところはございません。

学校でクラブの設置につきましても検討をしているところでございます。 

 

○品川幸久委員 
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 今の答弁やと学校の人数によってクラブがたくさんあるところとないところがあるとい

うふうな理解なんですけれども、よろしいですか。それ、ちゃんと調べてありますか。少

ない学校でもたくさんのクラブがあって、大きな学校でもないところもあるんじゃないで

すか。 

 

●松村学校教育課副参事 

 クラブの数について、ここでどの学校にどのクラブがあるというようなことは、確かな

数は持っておりませんけれども、概ねそのような傾向であるというふうに捉えております。 

 

○品川幸久委員 

 もう最後にします。私も不確かやと思うのです、先ほどの答弁は。例えば小俣なんかた

くさん人がおりますよね。けれども他のところで何なりクラブをやっとるところはたくさ

んあると思うんで、人数が多いからクラブ数が多いというような感覚ではなくて、指導者

さんがおるかおらへんかというのが非常に貴重な、大事なことやと思うんですよね。その

クラブを担当してあげようかな、例えばサッカーをやりたいかもわからないんですけれど

も、サッカーに精通しとる学校の先生がいなかったらサッカー部は立ちませんよね。外部

指導者を入れるというのも、なかなか中学校のレベルでは、中学校は特に外部は非常にか

たくなに断っとる部分があって、たまによその学校へ行くと、そこの先生が、この人はも

のすごく柔道が強かったというので急に柔道部ができたりすることもあるんで、そこら辺

はもうちょっと、この程度でやめておきますけれども、やっぱりそこら辺をちょっと、い

ろんなことを見計らって、特にそこの学校へ行かなこのクラブがないというようなことが

たまにあるんで、なんであの子はあそこへ行ってしまうんやろこの学区やのにと思う子も

たくさんおるわけですよね。そこら辺はもう教育委員会はよくご存知だと思うので、もう

この程度にしておきます。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

世古委員。 

 

○世古 明委員 

 この項で、スポーツ少年団育成事業について教えてください。今現在、伊勢市において

スポーツ少年団というのはいくつほどあるのか、まず教えてください。 

 

●濱口スポーツ課長 

 現在、スポーツ少年団につきましては 43 団体ございます。 

 

○世古 明委員 

 43 団体ということですが、概要書を見させていただいて、子供のスポーツ人口の拡大

とありますが、現在、子供の人数も減っておりますし、子供たちも多種多様というところ

もあっていろんなことができるということになってくると、なかなかこう数も増えていか
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ないのかなと思うんですけれども、先ほど聞かせていただいた 43 団体ということは、推

移として考えたときに増えているのか減っているのか、ちょっと教えていただきたいと思

います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 スポーツ少年団の団体数でございますが、推移といたしましては、ここ数年ほぼ 40 前

後、43 いったり 45 いったりとか、大体 40 のとこら辺を推移しております。 

 

○世古 明委員 

 現状維持されとるということなんですが、私が聞いたところで、違ったら教えてほしい

んですけれども、スポーツ少年団というのは１小学校区に一つのスポーツ少年団と聞いて

おるんですけれども、それでよかったのでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 スポーツ少年団の設立につきましては、小学校区というところが一番地域に、地域とい

う言い方をしておりますので、小学校区というのがオーソドックスな形ではないかなとい

うふうに思っております。 

 

○世古 明委員 

 また違う面では今、小学校の統合とかいう話がありますけれども、そうなった場合のス

ポーツ少年団のあり方、先ほど地域という形と言われましたけれども、どのようなお考え

を持っておられるのか教えてください。 

 

●濱口スポーツ課長 

 統合のあった場合、今まで二つの団があったところを一つにしていくのはなかなか難し

いかなというふうに思っておりますので、この件につきましてはスポーツ少年団のほうの、

伊勢の本部もございますので、そういったところとも話をしながら進めていきたいという

ふうに思っております。 

 

○世古 明委員 

 関係のところと十分協議していただいて、二つあるのもまた、同じ学校のところで二つ

あるのもどうかとも思うし、また一つにしてしまうのがいいのかどうかというのもあるん

で、意見を聞きながら進めていただきたいと思います。 

 それともう一点だけ教えてください。今度は国民体育大会の開催事業ということで、先

ほど聞かれましたけれども、今年度は現地視察に行くということですが、国体といっても

いろんな種目があると思います。現在伊勢で開催を予定しているもの、前に新聞等で出て

見させていただいたんですけれども、今一度教えていただきたいのと、今現在、水面下に

なるんか、交渉されて考えている競技もあるかもしれませんので、その辺を教えていただ

けますか。 
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●濱口スポーツ課長 

 平成 33 年の三重国体で、伊勢市におきましては陸上競技、それから卓球、相撲、女子

サッカー、バドミントン、以上５種目が決定されております。これに加えまして、昨年の

９月に県営陸上競技場で総合開会式が開催されるということが決定しております。 

 

○世古 明委員 

 決定しておる部分と、やはり水面下の部分はやはり何種目かされておるのか、それとも

そういう話はないのか、もう一度教えてください。 

 

 

●濱口スポーツ課長 

 一応希望はしている競技はございます。ただ、こちらのほうは決定という段階になりま

すと、県の準備委員会、常任委員会というのがございますので、そちらで決定されてくる

というふうになってくると思いますので、現在のところ、この種目を希望して水面下でと

いうのは差し控えたいと思っております。 

 

○世古 明委員 

 協議中ということでなかなか言えないと思いますが、そうすると今年、実際にやってい

る国体のところを視察されるんですけれども、まだ国体までにはかなり日数、年月、年が

あると思いますけれども、毎年やはり、いろいろ見に行って、その年その年の状況も変わ

ってくるので予算的にも考えられておるのか、それだけ教えてください。 

 

●濱口スポーツ課長 

 国体の視察につきましては本年度、長崎へ行かせていただきました。来年度は和歌山県

ということで、結構近いところでございます。長崎の場合はちょっと人数をかなり絞って

行かせていただいておりまして、実際のところ、県内の移動もかなり時間がかかったりと

か、結構不自由なところもございました。今度は和歌山ということで近隣でございますの

で、多くの目で見に行けるようにというふうなことで計画をしております。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

副委員長。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

 ５番目の集客誘致大会開催事業ということで、お伊勢さんマラソンのことについてお聞

かせいただきたいと思います。何度もいろんなところで質問をさせていただいております

けれども、27 年度の運営についてということでお尋ねをさせていただきたいと思います。 

皆さん御存知のとおり、陸上競技場がこの秋をもって改修に入ります。30 年のインター

ハイ、国体に向けてということで、これはいたし方なく、そのような形で早くいいトラッ

クをつくっていただきたいと思っておりますけれども、そのためにこの 27 年度から、前
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回、教育長も、今年で終わりでということで閉会式で挨拶をいただきました。コースとか、

その辺の予定が決まっておりましたら、当然、出発地点もいろんなところで変更点が、ほ

とんど全部見直しくらいの形になってこようかと思いますけれども、今のところ決まって

いる範囲で結構ですので、27 年度どういう形でお伊勢さんマラソンを実行しようとして

いるのかお聞かせいただきたいと思います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 来年度以降のお伊勢さんマラソンのコースの件でございますが、お伊勢さんマラソンに

はおよそ 7,500 名のランナーが陸上競技場を起点に出発されまして、５キロ、10 キロ、

ハーフの３種類のコースを走っていただいております。ただしこの工事が入ることとなり

ます 27 年度からの３年間につきましては、現状の陸上競技場周辺というのは使用するこ

とがなかなか困難ということになりまして、これだけの大人数を収容して、受け入れて大

会を運営していこうと思いますと、今のところサンアリーナ周辺を中心とした開催が最適

と考えておりまして、現在、実行委員会におきましてコース設定、及び実施種目を含め検

討をさせていただいております。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

 私も合併からずっと参加させていただいておりまして、来年で 10 年になります。連続

記念何がもらえるのかなと楽しみにしながら参加したいなと思っておりますけれども、今、

大幅な変更になるということで、予算を見ますと去年と同額の 2,800 万円ということであ

りますけれども、そういった変更のある中で、この予算でできるのかなということで心配

をするわけですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 ご心配いただきましてありがとうございます。コース変更によりまして、今まで内宮周

辺から出発していたものがサンアリーナということになりますと、不要となる経費という

のも発生してまいります。逆に新たに必要となる経費というのも想定されますが、この辺

につきましては参加者負担というところも含めまして、参加料の見直しも検討したいとい

うふうに考えております。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

 その辺も関係機関と協議していただきながら、進めていただきたいと思います。あと、

もう少し聞かせていただきたいのは、受付なんですけれども、インターネット等で受付も

やっていただいておりますけれども、まだまだ窓口へ来ていただく方もたくさんお見えに

なりまして、昨年度、小俣の総合支所で、教育委員会のところで受付をしていただいたと

ころは、ちょうど平日の昼から受付ということで、大変そのときに申込者が殺到しまして、

小俣の総合支所が、車がもう停められなくなって百何人が順番待ちになったようなところ

もございました。 

 それとまた別で、ウォーキングの方もなぜ私はウォーキングなのにランニングの方がた

くさん待って、私も待たないかんのやろうとか、いろいろ苦情も私のほうにいただいて、
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そのへんも含めて、ちょっと場所とか平日、休日のほうがいいんじゃないかなとか思いま

すけれども、その辺はどのようにお考えかお聞かせください。 

 

●濱口スポーツ課長 

 平成 26 年度大会におきましては、御指摘のとおり、小俣総合支所と本庁窓口で受付を

開催させていただきました。先ほど御指摘いただいたとおり、大変混雑いたしまして、皆

様には御迷惑をかけたというふうに思っております。それらの反省を踏まえまして、来年

度は受付窓口の会場を変更するという予定でございます。できれば駐車場のある所、電車

等の交通の便のいい所というのを現在、どこを使うかということを検討している状況でご

ざいます。 

なお、ランニングとウォークについて、受付日をずらすということにつきましてです

が、逆にランニングとウォーキング、両方とも出られる方というのもみえますので、受付

につきましては同日ということで御理解をいただきたいと思います。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

 最後にいたします。この予算が通りますと、あとはこれが観光部局へこれから移管され

るということで、職員さんも何人か行かれてこの大会運営に携わっていただくことになる

と思いますけれども、かなりのサポートが必要かと思います。教育委員会の皆さんも今回

は総動員いただくぐらいのサポートが必要ではないかと思いますが、その辺の体制につい

て、最後にお聞かせいただきたいと思います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 御指摘のとおり、お伊勢さんマラソンにつきましては、教育委員会総動員で今までやら

せていただいておりました。このマラソンにつきましては、平成 20 年度から市役所内の

関係部局とともに運営委員会というのを組織させていただいて、市全体で現在、取り組み

を行っております。来年度から所管が移管されるということになりますが、大会の競技部

分につきましては陸上競技協会とか学校というところの関係もございますことから、教育

委員会としても引き続き関わっていくということになります。 

 

（目５体育施設費） 

○鈴木豊司委員 

 体育施設の管理運営経費の中で、やすらぎ公園プールにつきましてお聞かせをいただき

たいと思います。このやすらぎ公園プールなんですが、今年度から体育施設という大きな

枠の中へ埋もれまして大変わかりづらい。議論もしにくくなったのかなというふうに思っ

ております。この運営経費、１億 7,567 万円計上いただいておるのですが、この中でやす

らぎ公園プールに関わる部分の収支、総額で結構ですので教えていただけますでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 やすらぎ公園の 27 年度の要求額でございますが、1,752 万 1,000 円でございます。

〔「収支」と呼ぶものあり〕支出につきましては、体育施設使用料で 401 万 8,000 円を計
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上させていただいております。〔「収入と支出」と呼ぶものあり〕すみません。もう一度言

わせていただきます。収入、支出ですが、支出が 1,752 万 1,000 円、それから財源内訳と

しまして体育施設使用料の中で 410 万 8,000 円計上させていただいております。 

 

○鈴木豊司委員 

 過去の実績とか予算を見させてもらいますと、歳出が 1,752 万とたいへん大きくなって

おるんですが、何か特別に補修するとか、そういう部分があるのでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 本年度の工事請負費といたしまして、379 万 1,000 円計上をさせていただいております。 

 

○鈴木豊司委員 

 その内容だけ教えてもらえますか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 工事の内容といたしましては、スライダーの改修工事、それから流水プール送水管の改

修工事、それと塗装工事、それからブリッジの改修工事、それと後、施設案内サインの修

繕工事というふうになっております。 

 

○鈴木豊司委員 

 この議会に条例改正も提案をしていただいております。議決をされれば市民プールとい

うことで教育委員会へ移管をされるということなんですが、教育委員会は当然、既に検討

もされておると思うんですけれども、その市民プールとしての移管を受けて、従来のプー

ルとの差別化というのですか、どのような形で運営をされていくおつもりがあるのか。そ

れと入場者の増加策についての何かお考えがあるのであれば、お示しをいただきたいと思

います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 平成 27 年度からスポーツ課において管理をさせていただくということになると思いま

す。そこで差別化、運営の方法ということなんですが、何分、初めて施設をお預かりさせ

ていただくということで、やすらぎ公園プールにつきましては、状況を見ながら、また利

用者の声も聞きながら、今後、どのような運営方法を取っていくかというのを考えていき

たいというふうに思っております。 

 

○鈴木豊司委員 

 いい返事はいただけなかったわけですが、このプールにつきましては、行政も一度、廃

止の提案もされたことですし、また老朽化も進んでおるというふうに思います。また、私

自身は立地的にも決して安全であるとは言いがたいような状況であるのかなというふうに

思っておりますので、その点十分、安全性には配慮をされて、運営もしていただきたいと

いうふうに思います。今、運営面でいろんな御返事もいただけませんでしたので、これか



 68 

らも毎年、そういう面で確認もさせていただきたいというふうに思っておりますので、こ

れからもよろしくお付き合いをお願いします。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

副委員長。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

 この体育施設の管理について少しお聞かせいただきたいと思います。先日、研修で公共

施設の管理についてということで、セミナーを受けてきました。そのときに大学の先生か

らは、こういう体育施設、公共施設等、公務員の皆さんはなかなか管理には向いていない

なんていう話を少しお聞かせいただきました。なぜかというと、平日の８時半から５時

15 分まで勤務時間帯がそういうふうになっておると思いますけれども、やはり施設とい

いますと夜 10 時までであったり、また土曜日、日曜日であったり、そういうふうなこと

でこれからもどんどん指定管理者制度にしたりとか、民間委託であったり、いろんな方に

していただくのがいいのではないかというふうな指導もいただきました。 

そんな中で、この体育施設の中で大きな施設、野球場、サッカー場、大仏山のスポー

ツセンター、小俣の体育館、Ｂ＆Ｇの体育館、いろいろな体育施設があるわけですけれど

も、なかなかこの体育施設のほうが指定管理者制度への導入が少し遅れているのではない

かというふうに思っております。福祉施設や観光の施設は結構早くから指定管理者制度を

導入して、いろんな民間の方にしていただいたり、効果が出ていると思っておりますけれ

ども、その辺のまず取り組みについて、現在の進ちょくを少しお聞かせいただきたいとい

うふうに思います。 

 

●濱口スポーツ課長 

 スポーツ施設の指定管理者制度の導入につきましては、現在、北浜グラウンドのみ指定

管理者制度を導入させていただいております。また、小俣総合体育館、大仏山公園スポー

ツセンターにつきましては、民間事業者に委託をさせていただいておりまして、その他の

施設につきましては、管理職員を配置し直営で運営をさせていただいております。 

 御指摘いただきましたスポーツ施設の指定管理者制度導入につきましては、利用料収入

と必要経費というのを考慮したうえで、上限額設定というのを指定管理者制度では定める

ということになっておりますので、それらの経費や利用状況も勘案し、検討していきたい

というふうに考えております。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

 小俣の体育館等についても、以前から毎年入札で業者が変わって、警備会社の方は一生

懸命やっていただいてますけれども、やはりスポーツ施設という観点からも、そういうと

ころについては専門の方々が入ったグループにやっていただくと、また野球やサッカー等

も専門的な知識を持った方がそういう管理をしていただくのが、よりよいサービスができ

るのではないかというふうに思っておりますので、この指定管理者制度導入に向けて積極
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的に検討していただきたいと思います。もう一度、お答えをいただけますでしょうか。 

 

●濱口スポーツ課長 

 スポーツ施設の指定管理者制度を導入する際には、先ほどおっしゃっていただいたよう

なことも考慮いたしまして、それらも含めて検討させていただきたいというふうに考えて

おります。 

 

◎杉村定男委員長 

 以上で教育費の審査を終わります。 

 ここで10分間の休憩をいたします。 

 

休憩 午後３時20分 

再開 午後３時30分 

 

◎杉村定男委員長 

休憩前に引き続き審査を続けます。 

次に、款12災害復旧費の審査に入ります。 

災害復旧費については款一括での審査を願います。 

御発言ありませんか。 

 

【款12災害復旧費】 発言なし 

 

【款13公債費】 発言なし 

 

【款14諸支出金】 発言なし 

 

【款15予備費】 発言なし 

 

◎杉村定男委員長 

以上で歳出の審査を終わります。 

次に、歳入の審査に入ります。 

歳入の審査については款１市税は項単位で款２以降は款一括での御審査を願います。 

それでは、款１市税、項１市民税について御審査を願います。 

御発言ありませんか。 

 

【歳入】 

【款１市税】《項１市民税》 

○浜口和久委員 

歳入のところで御質問させていただきます。歳出の部分では、発想の転換による経費の

削減、それから今後のリスクマネジメントの考え方、それから評価の仕方などなど、ちょ
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っと絞ったような部分の中で質問がございました。歳入ですので財源確保、これもまた逆

に重要性というふうな部分で、歳入歳出総額、27年度は500億を超えるというふうな部分

でございますので少し質問をさせていただきたいんですが、毎年、決算のときになります

と、税の公平性っていうふうな観点から収納率の部分、いつもかなり言われると思います。

そして、その収納率アップに向けて、27年度なにか新しい取り組みはされるんかどうか、

まずお聞かせください。 

 

●藤井収税課長 

27年度の新たな取り組みということで、お答えをさせていただきます。先ず、三重地方

税管理回収機構が従来でございますと高額案件だけの移管ということでございましたです

が、来年度から、本税が50万円以下の少額案件についても移管がＯＫということで、少額

案件について来年度、三重地方税管理回収機構へ移管をさせていただきたいと考えており

ます。 

当課におきましてもここ数年、滞納処分等々強化を図ってきておるわけでございますが、

まず私ども滞納整理の出発点につきましては、財産調査、それから実態調査がまず１番必

要だと考えておりますので、その辺をしっかりさせていただき、資力があって納付意識の

ない方については、さらに滞納処分を強化させていただくとともに、資力のない方につき

ましては、分納等々の相談をさせていただきながら、しっかり対応させていただきたいと

考えておりますのでよろしくお願いします。 

 

○浜口和久委員 

税の公平性からというふうな部分でね、強化をされていくと、高額から小額まで今回、

27年度から強化をしていくということでございました。 

そこでですね、この歳入っていうふうな部分で見てみますと、昨年度の比較ではもうこ

れ予算ですので、1,000万円余分に上がっとるというふうな部分で、増額が1,000万におさ

めといてあるというふうな部分でございます。市民税、それからほかの固定資産とかそう

いった部分も合わせると1,000万ということですね、申し訳ないです、すみません、見方

ちょっと。 

今現在、目１の市税というふうなことでございましたが、市税の款一括になりますかね、

そういった観点で少し質問させていただきたいんですが、この部分で、27年度の収納率の

目標ですね。例えば言いますと、25年度決算のときは90.79ぐらいやったかな、90.8ぐら

いやったと思うんですが、この市税の収入で、予算ですのでアバウトに上げといてあると

いうのはわかるもののですね、ここで、その意気込みとして収納率の目標というのを、こ

こで聞いておきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

●藤井収税課長 

収納率の目標でございます。25年度につきましては、現年度が97.8、繰り越し分が24.2、

合計で90.8ということで徴収率も上がっております。先日２月末の徴収率につきましても、

庁内のインフォメーションで掲載をさせていただいておりますが、２月末現在79.4％とい

うことで、１％の増ということになっておりますので、来年度につきましては、できれば
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92％を目標にしっかり対応させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いし

ます。 

 

○浜口和久委員 

積極的なお言葉をいただきました。答弁をいただきました。ありがとうございます。 

それで、ちょっとひとつだけ細かくなるんですが、軽自動車税が何かこの４月から上が

るというふうなことで聞き及んでおります。市民の方に聞かれましたので、４月から軽自

動車が全般にあがるというふうな感覚の方と、いやいや新車買った人だけが上がるんやよ

という感覚の方と、ちょっと分かれておりましたんで、そこで詳しくもう一辺説明だけお

願いできますか。〔「軽自動車税」と呼ぶものあり〕すみません。申し訳ない。次で聞きま

す。 

 

◎杉村定男委員長 

 後はよろしいですか。 

 

○浜口和久委員 

 はい。 

 

◎杉村定男委員長 

 他にございませんか。 

 山本委員。 

 

○山本正一委員 

収入と言うことで、お尋ねをしたいなとこのように思います。と申しますのも私、衛生

費で一般廃棄物の粗大ごみ等々の質問をさせていただきました。今、役所挙げて自主財源

の確保と、こういうことで動いて、なかなかそれがずっと50％上へあがってこないと、い

つも半分より下やと、自主財源はそういうこと。そんな中で質問をさせていただきました

その粗大ごみの回収で、それを役所がするということで、今、浜口議員が新たな取り組み

をせえへんのかということなんで、27年度、一遍そこら辺の新たな取り組みで、これ措置

をしてくんか、そこら辺をちょっとお聞きしたいなと思います。 

 

●藤井収税課長 

新たな取り組みということで、再度お答えをさせていただきます。従来につきましては、

滞納整理につきましては、過年度分を中心とした滞納整理をさせていただいておりました

が、来年度につきましては、現年度も視野に入れた差押え、９月決算のときに品川議員か

ら御指摘をいただきました動産、自動車等の差押えについても視野に入れながら、しっか

り対応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

○山本正一委員 

いや、それはもうよくわかっとるんですが、私の言うとるのは、新たな事業展開をして
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かないかんやないかと、自主財源の確保ということなんでここしかないもんで、この収税、

いわゆる収税とちょっと違うんですが歳入と言うことなんで、歳入と言う大きな観点から

質問させてもうとるんですわ。 

 

◎杉村定男委員長 

山本委員、諸収入のところでお願いします。 

 

○山本正一委員 

今の指摘を受けましたので、その違う項目があるということなんで、諸収入のところで

ちょっとまた質問したいと思います。 

 

≪項２固定資産税≫    

○品川幸久委員 

固定資産税のところが少し減額になっておるんですけれど、この間、杉村委員長も質問

されました空き家対策において、空き家とみなしたところは固定資産税を上げるというよ

うなよその取り組みも出かかっておるのに、そこら辺も含めてこの金額を上げられたのか、

評価替えがあったかなんかで、こういうふうな金額が上がったか、どちらか教えてくださ

い。 

 

●石田課税課長 

固定資産税の予算額が26年度に比べますと、１億4,100万の減ということで計上させて

いただいております。内容でございますが、実は平成27年度の課税分につきましては、固

定資産は評価替え、３年に１度の評価替えというものがございます。例年そうなんですけ

れども、評価替えがありますと特に家屋におきましては、３年間は見直しが据え置きにな

っているものが評価替えによりまして、３年間分据え置かれていたものが減額になる傾向

がありますので、それが１番大きな要因というふうになっております。 

 

○品川幸久委員 

空き家対策法の中のよく言われとる、空き家が建っとってもここはもう建ってないもの

と見直すというようなことも始まってこようかなと思とるんですけれども、その影響はあ

るんでしょうか、ないんでしょうか、今年度に関して。 

 

●石田課税課長 

空き家対策につきましては、委員御指摘のように特定空き家というものに認定されます

と、住宅用地特例というものが外すことができるという法律ができてきました。ただ、そ

れにつきましては、今後、空き家対策の全体的な伊勢市の計画がなされると思いますし、

それについての審査会とか、そういったものがこれからできるのかなと思うんですけれど

も、そういったところで特定空き家というふうな認定がなされたときに、その減額措置が

解除できるというものでございますので、今現在、27年度の予算におきましては、その分

は見込んでいないというところが現状でございます。 
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≪項３軽自動車税≫     

○浜口 幸久委員 

先ほどちょっと先走りまして、ここは項一括でございました。申し訳ございません。 

先ほどのようにですね、軽自動車税の件でございますが、４月からどのような形で軽自

動車税が上がるのか、そこの要点だけお答えいただいて終わりたいとます。お願いします。 

 

●石田課税課長 

軽自動車税の税率が変更となることでございますけれども、車両種別によりまして幾つ

かの形態に分かれます。 

まず一つ目は、軽自動車の三輪を含めた四輪自動車でございますけれども、こちらにつ

きましては、平成27年４月１日以降に新規で購入された場合には、新しい税率が適用され

ます。ただ、中古で買われたという場合におきましては、これは初年度の登録が27年４月

１日以前ということになりますので、現行の税率が適用になります。ただし、グリーン化

を進めるという観点から、新規登録から13年を経過しますと、その車両につきましては、

実際に28年度以降になるんですけれども、重課税率というものがさらに適用されることに

なります。 

これ一つの例で金額を申し上げますと、４輪の乗用の自家用車、現行、金額が7,200円

になっております。これが、新税率の適用になりますと１万800円という税率が適用にな

ります。さらに、先ほど申しました13年経過した車両につきましては、１万2,900円とい

う税率が適用になるというものでございます。 

それともう１点、軽自動車税の中の車両種別原動機付自転車を含めた二輪の軽自動車、

それから小型特殊の自動車につきましては、現在は27年度から一律に税率が上がるという

ことになっておりますが、27年度の地方税法改正ということで、現在、国会のほうに提出

されております地方税法改正の中には、本来27年度から一律に適用するというものが１年

間延びるという法案が今現在出されておりますので、こちらが成立をいたしますと二輪の

軽自動車、小型特殊自動車につきましては、適用が１年延びて28年度から適用されるとい

う予定になっております。 

 

≪項４市たばこ税≫ 発言なし 

 

≪項５特別土地保有税≫ 発言なし 

 

≪項６入湯税≫ 発言なし 

 

≪項７都市計画税≫ 発言なし 

 

【款２地方譲与税】 発言なし 

 

【款３利子割交付金】 発言なし 
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【款４配当割交付金】 発言なし 

 

【款５株式等譲渡所得割交付金】 発言なし 

 

【款６地方消費税交付金】 発言なし 

 

【款７ゴルフ場利用税交付金】 発言なし 

 

【款８自動車取得税交付金】 発言なし 

 

【款９国有提供施設等所在市町村助成交付金】 発言なし 

 

【款10地方特例交付金】 発言なし 

 

【款11地方交付税】    

○浜口和久委員 

 この部分でも少しお尋ねをいたします。ちょうど今年、27年度が合併10年目ということ

でございまして、今現在、合併の算定替における有利な部分がございます。現在その有利

な部分でプラスされておるというふうな部分が、どれぐらいの数字になるのか教えていた

だきたいと思います。 

 

●鳥堂財政課長 

浜口委員の御質問にお答えをさせていただきます。概数でちょっとお答えをさせいただ

きたいんですけれども、平成26年度、今年度の決定額ベースでいきますと、20億程度、合

併特例加算がなされておるということで、御理解いただきたいと思います。 

 

○浜口和久委員 

今現在、20億円余分にもらっとるというふうな部分でございます。これ、28年度から、

翌々年度からになりますから、それから１割、３割、５割と毎年段階によって５年間で減

っていくというふうな部分の中に入っていく、最後の年というのかな、最後に余分にもら

っとる年というふうな状況になると思いますが。予算を今後組み立てていく中で、また後

でも公債費なども絡めてちょっと質問をさせていただきたいんですが、予算を組み立てる

中で、気をつけていかなければならないような点というふうな部分がございましたら御答

弁お願いします。 

 

●鳥堂財政課長 

市税、またこちらの地方交付税、この二つのものにつきましては基本的に一財の中の大

きな割合を占めておるものでございます。その中で、今後、地方交付税につきましては、

少し以前からから申し上げておりましたところの減り幅が少し緩くなるのかなっていうふ

うな、今そんな情報も出ております。といいますのも、今年度から５年間程度の中で、交
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付税につきましては少し見直しがなされてまいります。いわゆる１本算定、今、委員御指

摘いただいた算定替えという、旧の団体があったものとみなして計算する仕方じゃないほ

うですね、今の新伊勢市の中で計算する中の、その算定すべき項目の見直しが少しずつ出

されてまいります。例えば26年度におきましては、支所の経費、総合支所ですね、総合支

所の経費については３年間程度の中で加算、徐々に加算されていくというような、そんな

措置がなされております。 

そういったこともございますので、一概には言えませんけれども、ただこちらの経費が

ある程度、10億単位で下がるということが懸念されますので、一般財源の確保に努めなが

ら、とにかく有利な財源を確保して事業を進めていくんやと、そういう形で取り組まねば

ならんというふうに理解しておるところでございます。 

 

【款12交通安全対策特別交付金】 発言なし 

 

【款13分担金及び負担金】 発言なし 

 

【款14使用料及び手数料】 発言なし 

 

【款15国庫支出金】 発言なし 

 

【款16県支出金】 発言なし 

 

【款17財産収入】   

○吉岡勝裕副委員長 

財産収入ということで、少し聞かせていただきたいと思います。これは利子や配当金と

いうことで、お金のほうが予算を上げていただいておりますけれども、伊勢市には財政調

整基金が今120億円ちょっとまで溜まってきて、それ以外の基金についても、それなりに

２百数十億、今溜まってきている状況だと思います。そんな中で、この財政調整基金の基

金利子ということで、今、郵便局等定期預金にしても0.025とか0.001とか、本当に低い利

息しかつきませんので、運用でいただくというのはなかなか難しいと思いますけれども、

0.1％ということで予算を組んでいただいておりますけれども、どのような運用をしてい

く予定なのかちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 

●中井会計管理者 

基金等の運用ということでございますので、私のほうからお答えを申し上げます。現在、

大変厳しい経済情勢の中で、いわゆる利回りというのは大変低い状態というふうな形にな

っております。私ども現在預貯金でありますとか、国庫の短期証券等での運用を行ってお

りますけれども、特に国庫短期証券での利回りが非常に悪くなっておりまして、昨年の９

月からいわゆるマイナス金利、マイナスの利回りですね、ですから１億円の証券を買うに

つきまして１億1,000円ぐらい払わなければならんと。償還が1億であるというふうな状況

が発生しております。年明けもそのような状況が続いておりますので、現在は大口の定期
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預金等にまわしながら運用しておるというのが現状でございます。 

 

○吉岡勝裕副委員長 

時代が時代ですと、それだけの基金があれば結構な運用益が出ている時代もあったかと

思いますけれども、今はそういう時代ということもございまして、大変努力はしていただ

いていると思いますけれども、九州のほうのいろんな事例を見ますと、この運用益をいろ

いろと、本当に担当者が一人張り付いていろいろ研究しながら運用益を得ているような自

治体もあるようにも聞いておりますけれども、その辺も含めて、もっといろいろと研究し

ながらやっていただいたらどうか、そしてまた10年間ずっと特定基金も見ておりますと、

ほとんど減ってない、変わってないようなものもありますし、120億円財政調整基金も一

気に使うわけではないと思います。幾らかは長期のものにするとか、いろんな作戦を考え

ながら、少しでも運用の益を得てはどうかと思いますが、お考えをお聞かせいただきたい

と思います。 

 

●中井会計管理者 

いま委員から御提案ございましたように、長期のいわゆる国債等を購入していくという

のは、非常に有効であるというふうな理解をしております。ただ、私ども今、伊勢市の財

政状況等を考えますと、非常に大きな支出が今後出動しなければならないというふうなも

のが予定をされています。例えば、現在進めております学校の統合問題、それから防災対

策、新伊勢市立病院の建設等ですね、非常に大きなものを抱えておりますので、なかなか

長期の運用をするというのが難しい状況になっております。10年ものあるいは20年ものの

国債を買えば有利であるということは十分承知をいたしておりますが、その辺、そのとき

に財政当局のほうと十分協議をしながら、現状はまわしておるというふうな状況でござい

ます。 

 

【款18寄附金】    

○浜口和久委員 

ここにつきましても御質問をさせていただきます。この中でふるさと応援寄附金という

ふうな部分がございます。歳出のときには辻委員のほうから御質問がありました。私たち

も議会報告会に行きましたときに、ふるさと応援寄附金、これもう少し逆に力を入れてと

いうふうな部分で市民の方からも御指摘をいただきました。そういった中で、ことし歳出

も、719万というふうな形で上げていただいて、昨年度の予算は399万ですからね、かなり

倍ぐらい上がっとるというふうな部分で、そこで去年の見込み、これも寄附金ですので幾

らもらえるかわからんので、ひもだしで去年は1,000円やった。そのかわりことしは500万

1,000円というふうな形で大きく上がっておりますが、前へ出て、今回は固定経費もかか

ってくるということでございます。前回までですと、いただいた金額に対してお礼を出し

ておるというふうな部分で、歳入と歳出で必ずプラスになるというふうな部分でございま

すが、今回は歳出の部分でＰＲもして打って出るというふうなことで、目標もこれ、ここ

に予算の書いてある部分も上がっとるんかと思いますが、しかしながら、歳入と歳出がや

っぱり、歳出の方が上回っておるというふうなことでございますので、ここら辺の考え方
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をちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

 

●辻企画調整課長 

ふるさと応援寄附金についてのお尋ねでございます。委員仰せのように、昨年度に比べ

て若干経費が増えております。これは、歳出のところでも御答弁申し上げましたように、

今回民間に委託をして、さらなる充実を図るということでの委託に関連する経費の増でご

ざいます。そういうことで歳入もこれまで目だしで一千円ということでございましたが、

その増額分を若干上回る程度の増を歳入のほうも見させていただきました。ただ、歳入に

つきましては、委員仰せのようにあくまでも寄附ということでございますので、結果的に

は、私どもの昨年、25年度決算出ておりますし、ことしもある程度の推移が出ております

ので、少なくとも委託を出す限りはこれ以上の額を見込んで、今後、委託業者と協議しな

がら進めてまいりたいと考えております。 

 

○浜口和久委員 

予算が倍でとるというふうな部分でございまして、決算、25年度ベースの決算、これホ

ームページを見てみますと1,034万ですね、これだけいただいとるというふうな部分でご

ざいますので、それ以上の収益を上げていただきたいな、寄附をいただきたいな、そんな

企画をしていただきたいと思いますが、予算書の範疇、これ500万1,000円というふうに書

かれてはおりますけれども、どれぐらいいただけるような形で表へ出ていこうかなという

ふうな腹づもりをここで聞いときたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

●辻企画調整課長 

25年度の決算ベースを見ますと、大体、歳入歳出で800万の差がございました。ですの

で800万入が多かったということになってまいります。今年度におきましても歳出700万程

度出ておりますので、800万足して1,500万、できたらそれ以上は目指してまいりたい、こ

のように考えております。 

 

【款19繰入金】    

○浜口和久委員 

ここで財政調整基金についてお伺いいたします。27年度予算の部分でございますが、こ

こで18億なにがしですかね、切り崩しっていうふうな形の中で予算が組まれております。

財政調整基金というのは予算書によりますと、歳入、入ってくるというふうな形で見られ

とる部分でございますけれども、これは金額が大きければ大きくなるほど、言いますと伊

勢市の体力が弱わまっとると。別に置いてある金を一般会計の中へ入れるというふうな部

分でございますので、体力が弱まってくるというふうな部分でございます。 

毎年、大体予算切り崩しの中で、財調切り崩しの中で予算を組み立てておられますけれ

ども、ここ数年財調切り崩さずに決算までこぎつけたというふうな部分がございますんで、

27年度、これ18億2,800万ですか、この切り崩しっていう形の中で予算は組まれておりま

すけれども、切り崩しをしないで決算までいっていただきたいなというふうな気持ちがご

ざいます。そこら辺、財政当局のお考えを聞かせてください。 
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●鳥堂財政課長 

委員御指摘いただきました点につきましては、合併以後、予算計上時の際にはどうして

も収入、財源不足という形で、財調の取り崩しを予定させていただいております。ですが、

この平成26年度におきましても、６号補正で取り崩しを全額減額させていただいておる状

況でございます。平成27年度につきましても、今、現時点では確かなことを申し上げられ

ませんけれども、同様の結果になるように歳出につきましては、実際執行していく際に、

少しでも削れる部分は削って、また財源として確保できる部分につきましては確保すると

いう、今まで取り組んできております形を継続させていただく中で、できる限り取り崩し

なく終われるように努めてまいりたいというふうに考えておりますので、よろしく御理解

いただきたいと思います。 

 

○浜口和久委員 

それでは次に35ページに移りまして、地域振興基金の繰入、これ３億902万5,000円です

か、私ちょっと当初聞いとった部分では、地域振興基金につきましては果実運用型、30何

億積んであるんですかね、基金に、目的基金の中の30何億がその部分やと思いますが、そ

こでその基金を預けて利息がついて、その利息で事業をするというふうな部分で聞き及ん

でおったんですが、これ３億900万というと利息そんなにもついてるのかなというふうな

気がするんですけれども、そこら辺のところちょっとお聞かせ願えますでしょうか。 

 

●鳥堂財政課長 

御質問にお答えをさせていただきます。基金の積み立てに関しましては、当初、今議員

御指摘いただきましたように、今回のこういった地域振興基金として積み立てたものにつ

きましては、その運用益を財源に充てて、ソフト事業を進めてくださいよという形の指摘

でございました。それが、平成18年の12月の段階では、一定の範囲内で基金の取り崩しが

可能ですよという事務連絡をいただいております。それに伴った対応ということで御了解

いただきたいと思います。ですので、今回の部分につきましては、償還が終わった範囲内

については、取り崩しが可能であるという、取り扱いの運用が変わったことに合わせての

対応であるということで御理解いただきたいと思います。 

 

○浜口和久委員 

これも財政調整基金と同じように、切り崩しをしない中で決算まで行ってほしいなとい

うふうな部分が、願いがあるんですけれども、これ歳出の費目の関係上ですね、そういう

ことが可能なんかどうか、もうどうしてもこれはもう歳出の部分で、その費目に充てて組

み込んである、言うたらコミュニティ放送とか地域自主防とかの部分で組み込まれておる

というふうな部分でございますので、歳出の費目との関係上切り崩ずさずに行けないもの

なのかどうかお聞かせください。 

 

●鳥堂財政課長 

こちらの件に関しましても先ほどの財政調整基金、財調の繰り入れと同じ考え方をした
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いと思っております。全体といたしましては必要となる経費は用意せないけませんけれど、

そちらにつきましても、極力、削減できる部分は削減する中で、出を抑えながら、歳入で、

その他のところで財源として確保できるものがあればそれを確保するという形をとりなが

ら、歳入歳出における財源不足が生じない状態をつくる中で、できればですけれども、取

り崩しをしない形で決算にまでこぎつけたいという希望は持っております。 

 

【款20繰越金】 発言なし 

 

【款21諸収入】    

○山本正一委員 

先ほどもちょっとこう、勘違いをしまして申しわけございませんでした。この諸収入で、

ちょっとこう御質問もしたいと、このように思います。ここで衛生費収入とこういうこと

で、諸収入でちょっと質問したいなと思います。前年度は２億1,058万、本年度は２億500

万ということで、これは553万6,000円の減というような比較が出ております。そこで、こ

の自主財源の確保ということになってまいりますと、この清掃費収入が9,477万5,000円と

こういうことなんですが、先般、先ほどこの委員会でも私申し上げましたとおり、一般ご

みの粗大ごみの収集、これを民間人がお金になるやつだけ持っていくと、こんなこともご

ざいますし、何とかこれ今から用意をして、28年度の予算ぐらいには、おおむねどれぐら

いあるというようなことを入れていただきますと、自主財源の確保になるんではないかな

と、このように思います。とにかく、この行政へ上げて、自主財源の確保、何とかふやし

ていかんならんと、こういう取り組みをしていただかなければ市民としても何ともならん

いうようなこともありますし、一遍そこら辺の御答弁お願いしたいなと、このように思い

ます。 

 

●坂本環境生活部長 

衛生費収入ということですので私のほうからお答えさせていただきます。この前の委員

会の中でも山本委員から、そういった粗大ごみの回収について、業者による持ち去り等々

のことも御指摘をいただきました。その辺につきましては、また自治会さんと協議をさせ

ていただきたい。と申しますのは、山本委員おっしゃっていただいたみたいに自治会のほ

うで売り払いをされて、自治会の活動費、充てていただいとるということも把握しており

ます。そういったことも含めて、協議をさせていただきたいなと。衛生費収入の中では、

いろいろゴミカレンダーであったりとか、そういう広告収入等々の収入も上げております。

これからもそういったところで、少しでも多くの収入が得られるよう努力してまいりたい

というふうに考えております。 

 

○山本正一委員 

なかなか行政が自主財源の確保ということには非常に難しいものがある、このようには

認識しとるんですが、今、部長のほうから答弁だったんですが、自治会で、自治会の人ら

が立って全部処理をしとると。これはようわかるし、自治会で処理をしとるということに

は、その部分に関しては、何も手をつけやんでええと思うんですわ。何も手をつけやんで
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も。とにかく民間人が来て車いっぱい持っていくと。それで私の思うのは、お金になるや

つだけ持っていって、お金にならんやつは置いてあると。これが問題やということで指摘

しとるんですわ。そやで、答弁もうよろしいけれども、そういう私の言うとる主旨は部長

よう知っとると思うんで、一遍そこら辺も踏まえて、自主財源の確保を真剣に取り組んで

ほしいなと、このようにお願いして終わりたいと思います。 

 

【款22市債】    

○浜口和久委員 

すみません、ここの部分でもお願いをいたします。市債の部分でございますけれども、

27年度で500億円を超え、26年度最終補正でも500億円超えとるんですな。27年度最終は

530億円というふうな形になる見込みであります。しかしながらこれ、臨時財政対策債と

いうのも毎年、去年よりも上がっとるっていうふうな状況でございます。臨時財政対策債

などは、交付税措置が100％あるというふうな部分でございますので、この市債の残高の

どれぐらいが交付税措置の部分になるのか、というふうな部分でお答えをお願いいたしま

す。 

 

●鳥堂財政課長 

ただいまの御質問にお答えをさせていただきます。27年度、予算ベースでございますけ

れども、一応80.9％程度は交付税措置等が見込めるのではないかというところで見積もり

をさせていただいております。 

 

○浜口和久委員 

80.9％といいますと大体530億やで100億ちょっとぐらいが、自主財源で市債を返してい

かないかんというふうな部分ですね。26年度の最終の補正後の財政調整基金が、今現在

123億あるというふうなところでございますけれども、これ今後、財政状況がすごく厳し

くなってくるというふうなことですごく気にかけておるところでございます。 

そこでもう１点、合併特例債、これが５年延長というふうなことでございますが、枠も

ふやしてもらえればありがたいんですけれども、枠はそのまま、そして伊勢市におきまし

ては、その枠いっぱい10年間で使っていなかった、枠が空いとったから５年間延ばしても

らってというふうな部分でございますけれども、利用可能額ですね、これ27年度末にどれ

ぐらいになるんか、今後大きな財政出動がかかるような事業がずっと押し寄せてきますん

で、そこら辺の部分の中で、27年度末にどれぐらいの金額が、まだ合併特例債の使える範

囲が残っているかということをお答えください。 

 

●鳥堂財政課長 

ただ今の部分につきましては、伊勢市で借り入れ可能となる額は368億でございます。

27年度末をもちまして、およそ228億までには至らんかな、ですので今のお答えといたし

ましては、あと140億程度が利用可能額ということで御理解賜りたいと思います。 

 

○浜口和久委員 
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あと140億ということでございます。そうしますと合併特例債、あと28、29、30、31、

32、５年間使えるんですけれども、140億ではとても５年間では足らないっていうふうな

状況になります。そうしますと今後、財調も本当に切り崩しというふうな部分で、予算の

ときから組んで、今現在、予算は切り崩しの予算を組んでいますけれど決算では何とかセ

ーフになっておると。今後すごく厳しい財政状況を余儀なくされていくというふうな部分

でございますので、ここら辺ちょっと気になるところでございますので、27年度のプライ

マリーバランスですね、今までの予定と考えてどのように変わっているか、ちょっとお答

え願えませんでしょうか。 

 

●鳥堂財政課長 

プライマリーバランスにつきましては、収支見通しでお示しをさせていただいておった

部分がございます。そちらのほうでは27年度におきましては、一応いろいろな公共事業、

いわゆる普通建設事業の今片寄せした形での一斉施行の部分でございますので、マイナス

を見込んでおりました。５億ほどのマイナスになるのかなということで見込んでおりまし

たけれども、今回、予算を編成させいただいた都合では、さらにそれは悪化しておりまし

て、28億程度のところまで、ちょっとバランスを崩すというところで、今現在見込んでお

るところでございます。 

 

○浜口和久委員 

28億円バランスが崩れるということで、これはまあ予算ですね。ですから、27年度は本

当に頑張っていただいて、プライマリーバランスぎりぎりまで、できたらプラスにしてい

ただきたいというふうな部分でございますけれども、そうしますと、27年度の予算の中で

申しわけないんですが、今後５年間ですね、それ以降、27年度だけがプライマリーバラン

スが28億崩れるという部分だけでいいのか、それか、先の５年間を見据えたときに、いや

もう毎年こんな状況なんやというふうな状況なんか、お答えいただきたいと思います。 

 

●鳥堂財政課長 

今後の見通しにつきましては、実際のところはそれぞれの年度で予算を編成する際に、

今年度どこまでのことができるか、また今後の負担ですね、公債費として負担がどの程度

残るかということを、バランスを見ながらの調整になりますので、何とも今の時点ではお

答え申し上げられませんけれども、ただ、現時点におきましての事業需要としては大きな

ものが控えておるというところは理解しておりますので、そちらについても極力、実際の

ところは、これ借金の額、市債の発行額を抑えることができれば、ですので、少しでも有

利な形での、例えば国の補助金、交付金でありますとかそういったものの確保、それとか

その他の部分でも結構でございます。何か財源になるものを探していただければやってい

けるのかなと。ただし、今後、実際その実施年度よりもですね、その二、三年後のところ

で、基本借り入れた後の元金償還からがかなり、言うたら財政上の負担を強いられる部分

になりますので、それらを見通しながら丁寧な対応をしていきたいというふうに考えてお

るところでございます。 
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○浜口和久委員 

本当にこれからちょっと厳しい、財政的に厳しいというふうな状況が起こってこようか

なというふうな形で予想しております。しかしながら、これまた事業をしなくて、例えば

壊れかけとるのに直さなくて、お金がないというふうな部分の中で、トンネルが落ちてき

た、屋根が落ちてきた、なにが落ちてきたっていうふうな部分の中で事故が起きる。その

ようなことがあっても困りますんで、しかしながら財政のこともしっかり見据えながら、

職員の皆さん、鋭意努力していただきますようお願いいたします。 

 

【条文審査】 

 

【第１条歳入歳出予算】 発言なし 

 

【第２条継続費】 発言なし 

 

【第３条債務負担行為】 発言なし 

 

【第４条地方債】 発言なし 

 

【第５条一時借入金】 発言なし 

 

【第６条歳出予算の流用】 発言なし 

 

◎杉村定男委員長 

以上で「議案第１号 平成27年度伊勢市一般会計予算」の審査を終わります。 

一般会計の予算の審査は終わりましたので、一般会計予算の自由討議を行いますが、御

発言はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

発言もないようでありますので、自由討議を終わります。 

本日はこの程度で散会し、明12日10時から、国保会計から審査に入ってきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

閉会 午後４時22分 
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